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ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
お
け
る
理
性
と
信
仰
の
問
題

金

子

晴

勇

　
理
性
と
借
御
と
い
う
問
題
設
定
は
、
理
性
的
認
識
と
臆
見
と
の
蘭
係
に
絡
始
し
、
儒
仰
も
臆
見
の
一
形
式
で
あ
っ
た
古
典
的
古
代
の
ギ

リ
シ
ャ
乱
言
に
お
い
て
は
、
な
さ
れ
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
古
代
か
ら
始
め
て
酒
蒸
的
に
な
り
、
以
後
の
全
等
學
史
に
お
け
る
不
可
避
的
悶
題

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
既
に
理
性
と
信
仰
と
の
認
識
の
封
象
で
あ
る
虞
理
（
織
き
濤
§
）
概
念
の
新
約
聖
書
、
特
に
第
四
輻
音
書
に

お
け
る
ギ
リ
シ
ャ
的
観
念
の
受
容
郎
攣
換
の
事
費
に
も
見
出
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
が
、
理
牲
と
信
仰
の
問
題
が
自
畳
的
に
設
定
さ
れ
全
面

に
擾
毒
し
て
來
る
の
は
知
と
僑
と
に
關
す
る
輪
姦
と
そ
の
二
元
の
超
克
を
中
心
的
課
題
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
古
代
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
二

光
論
の
克
服
は
、
一
般
的
に
雷
っ
て
、
信
を
知
に
至
る
低
次
の
段
階
と
し
て
知
の
内
に
融
合
し
よ
う
と
す
る
グ
ノ
ー
シ
ス
設
と
し
て
、
或

は
逆
に
知
を
信
の
内
に
編
入
し
よ
う
と
す
る
僑
仰
の
傳
統
主
義
と
し
て
現
れ
て
來
て
い
る
。
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
お
け
る
理
性
と
信
仰
の

問
題
も
、
か
か
る
二
元
論
の
克
服
の
過
程
と
し
て
、
把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
．
彼
は
こ
の
二
元
論
の
克
服
を
新
プ
ラ
ト
ン
學
派
の

紳
秘
主
義
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
會
の
構
威
信
仰
と
の
結
合
と
い
う
形
で
逡
行
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
哲
學
と
宗
教
と
の
統
一
的
把
握
を
意

帰
し
て
い
る
『
眞
正
宗
教
論
』
（
O
⑦
〈
駿
簿
お
潔
触
9
ざ
）
に
お
い
て
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
態
度
は
、
ト

　
（
1
）

レ
ル
チ
の
指
摘
す
る
ご
と
く
、
成
熟
し
た
古
代
末
期
の
中
心
的
人
生
問
題
で
あ
っ
た
紳
秘
主
義
と
一
般
大
衆
の
言
言
要
求
と
の
統
合
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
紳
秘
主
義
の
時
代
に
霞
在
し
て
い
る
宗
教
的
問
い
に
た
い
す
る
答
え
で
も
あ
っ
た
。

　
（
1
）
　
国
電
8
8
魯
ω
o
ダ
諺
轟
霧
｛
貯
v
焦
冨
。
町
窪
ぽ
匿
》
艮
騨
㊥
瓢
鐸
津
島
霧
竃
諜
の
巨
8
野
○
自
．
烏
。
蜘
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ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
思
想
圏
に
お
い
て
、
理
性
と
信
仰
の
問
題
を
論
究
す
各
に
際
し
、
我
我
が
ま
ず
回
避
す
べ
き
黙
は
、
理
性
と
信
偉

と
を
、
そ
の
各
々
の
封
象
か
ら
切
り
離
し
て
、
認
識
主
観
の
作
用
内
部
で
の
み
、
爾
者
の
關
係
を
論
じ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
理
牲
の
認
識
作
用
と
し
て
の
概
念
的
思
惟
は
そ
の
形
而
上
學
的
相
点
者
で
あ
る
叡
知
的
世
界
を
所
有
し
、
貫
録
は
そ
の
榊
學
的
糟
關

者
で
あ
る
紳
的
叡
知
、
熱
雷
の
受
肉
と
そ
れ
に
基
く
重
弁
の
擢
威
と
を
所
有
し
て
い
る
。
射
っ
て
、
こ
れ
ら
封
磨
す
る
相
關
者
を
捨
象
し
、

理
性
と
儒
仰
の
關
係
を
論
じ
る
こ
と
は
近
代
的
主
観
性
に
囚
わ
れ
た
謬
見
に
他
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
、
右
に
あ
げ
た
叡
知
的
世
界
と
御
言
の
受
肉
と
は
、
創
造
読
を
介
し
て
、
究
極
的
に
は
一
な
る
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

す
な
わ
ち
叡
知
的
世
界
は
紳
的
叡
知
者
の
内
に
吸
牧
さ
れ
、
神
の
創
造
思
想
内
容
に
攣
換
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
叡
知
的
世
界
は
創
造

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

的
理
性
と
な
っ
て
い
る
。
元
気
、
儒
仰
の
書
蓑
で
あ
る
創
造
読
が
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
お
い
て
、
プ
ラ
ト
ン
以
來
の
ギ
リ
シ
ャ
的
存
在

論
と
融
合
し
、
創
造
論
と
し
て
世
界
解
明
の
一
般
的
原
理
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。
斜
…
三
論
の
根
本
思
想
は
、
紳
が
自
己
の
本
質
で
あ
る
愛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

か
ら
、
同
時
に
自
己
の
思
想
内
容
で
あ
る
イ
デ
ヤ
に
從
っ
て
世
界
を
創
造
し
保
持
し
て
い
る
と
い
う
黙
に
あ
る
。
こ
こ
で
理
性
の
認
識
作

用
の
網
關
者
で
あ
る
叡
知
的
世
界
が
、
帯
心
の
言
表
で
あ
る
創
造
読
を
介
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
化
さ
れ
、
さ
ら
に
創
造
読
を
世
界
解
明
の

原
理
に
ま
で
三
雲
さ
せ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
理
念
化
し
て
い
る
と
書
い
え
よ
う
。
從
っ
て
、
プ
ラ
ト
ン
的
イ
デ
ヤ
の
認
識
論
的
性
格

は
稀
薄
化
し
、
理
性
の
認
識
に
た
い
し
て
理
念
は
啓
示
的
牲
格
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
　
「
光
」
と
い
う
表
象
を
得
て
い
る
。
理
念
自
騰
が

啓
示
的
性
絡
を
持
っ
て
い
る
ゆ
え
に
、
心
的
理
念
の
充
盗
と
し
て
考
え
ら
れ
る
紳
人
キ
リ
ス
ト
と
叡
知
的
世
界
と
が
本
拠
的
に
岡
田
で
あ

る
と
解
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
そ
れ
ゆ
え
理
性
の
認
識
作
用
を
理
念
に
、
信
仰
の
働
き
を
紳
人
キ
リ
ス
ト
に
と
、
あ
た
か
も
理
性
と
信
仰

の
働
き
を
騒
然
と
超
自
然
的
恩
寵
と
い
う
風
に
、
全
く
分
離
し
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
流
量
な
ら
世
界
を
自
然
と
超
自
然
と
い
う
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

に
分
離
し
て
考
察
す
る
こ
と
は
キ
リ
ス
ト
教
的
古
代
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
ト
霞
。
。
。
ω
露
》
〉
嘗
α
q
霧
瓢
蕊
寓
②
酵
巷
ぴ
差
乙
鳥
興
麟
葬
。
日
露
ゆ
グ
ω
．
い
匂
。
一
鐸
ぼ
魚
鑓
。
・
o
魚
ダ
O
δ
。
・
①
o
匿
σ
q
H
O
ω
ω
象
　
厩
お
諺
¢
訂
乱
葭
喜
曾
（
7

　
　
衝
a
冴
魯
窪
題
①
㌶
娼
財
遂
嬬
泊
．
ω
山
8
参
照
。

　
　
　
　
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
お
け
る
理
性
と
儒
仰
の
聞
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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一
六

（
2
）
　
菊
Φ
窪
鋤
。
欝
口
。
郎
①
ρ
圏
ρ
9
。
》
二
輪
「
し
か
し
、
も
し
剣
浩
｝
的
理
性
（
鎚
¢
o
富
9
0
欝
欝
）
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
…
含
量
あ
っ
た
の
で
す
が
一

　
プ
ラ
ト
ン
は
こ
れ
を
叡
知
的
世
界
（
ヨ
§
象
。
。
鐸
①
　
蒼
窪
蹉
）
と
呼
ん
だ
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
」

（
3
）
　
ヘ
ブ
ル
書
十
一
輩
三
節
。
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
の
創
多
義
と
プ
ラ
ト
ン
の
デ
ミ
ウ
ル
ゴ
ス
と
の
比
較
に
つ
い
て
は
芝
・
蛍
。
冨
。
無
》
○
器
窯
。
塁
？

　
冨
⇔
〈
①
諺
裁
昌
匹
滋
。
・
集
。
。
。
鋤
8
鵠
同
窪
鐸
ヨ
㊦
⇔
審
ω
尋
悼
。
。
を
参
照
。

（
憂
）
　
ζ
・
ω
o
｝
δ
同
①
さ
鎮
。
舜
｝
貯
ω
’
慕
ゆ

（
5
）
　
拶
8
δ
①
謬
蓉
F
o
ワ
9
酔
」
ω
●
8
①
騰
●

　
右
に
述
べ
た
観
黙
か
ら
蹄
結
す
る
こ
と
は
、
理
性
と
信
仰
と
の
各
々
配
慮
す
る
世
界
は
本
質
に
お
い
て
同
一
で
あ
る
が
、
そ
の
顯
彰
の

様
態
が
異
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
既
に
初
期
の
著
作
に
属
す
る
『
カ
ト
リ
ッ
ク
悪
獣
の
習
俗
論
』
（
U
①
露
。
艮
び
餌
ω
①
o
o
ド
ω
鍵
①
o
①
一
げ
9

　
　
　
　
　
（
1
）

ぽ
器
）
に
お
い
て
、
儒
仰
の
封
象
で
あ
る
椹
威
が
、
叡
知
の
光
を
直
親
出
來
な
い
者
に
た
い
す
る
叡
知
の
配
刺
に
よ
る
「
椹
威
の
陰
」

（
O
】
）
帥
O
一
酵
簿
O
o
　
帥
鐸
O
酔
O
圏
置
け
乱
酔
H
の
）
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
同
一
の
叡
知
が
人
間
の
精
紳
を
光
と
し
て
照
明
し
、
ま
た
権
威
の
「
入
間
的
陰
」

（
冨
♂
ρ
巳
§
岡
の
8
畳
欝
ω
）
と
し
て
叡
知
に
至
る
道
を
備
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
箏
實
上
同
一
で
あ
る
紳
的
叡
知
磐
戸
が
、
そ
の
顯
彰
の

様
態
に
お
い
て
、
形
式
上
相
異
す
る
と
書
え
よ
う
。
從
っ
て
、
叡
知
で
あ
る
ロ
ゴ
ス
の
超
時
間
的
紳
秘
的
照
明
と
い
う
顯
れ
方
と
、
ロ
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ス
の
時
闘
的
受
肉
の
秘
義
な
る
も
の
の
革
威
（
ヨ
）
N
憩
け
①
醜
同
0
8
q
b
P
　
9
¢
O
け
O
壇
μ
挫
9
ω
）
と
い
う
顯
れ
方
と
の
鑑
別
に
基
い
て
、
理
性
と
信
仰
と
の

分
離
で
は
な
く
、
薩
携
が
生
じ
て
興
る
の
で
あ
る
。
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
お
い
て
理
性
と
儒
伸
の
聖
別
は
あ
る
が
分
離
は
な
い
と
書
う
こ

と
が
出
來
る
と
思
う
。

　
（
i
）
　
U
o
鼠
。
ほ
げ
鎧
ω
①
o
o
ピ
O
簿
｝
ピ
。
．
縛
路
・
q
。
旧
。
・
c
。
”
鋒
畿
ま
た
U
①
く
Φ
難
目
Φ
国
σ
Q
噸
ρ
黛
戸
G
。
で
、
叡
知
の
研
究
で
あ
る
哲
學
と
紳
の
禮
鐸

　
　
で
あ
る
宗
教
と
は
別
の
も
の
で
は
な
い
と
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
雷
っ
て
い
る
。

　
（
2
）
O
。
。
凌
ぎ
ρ
H
H
冒
。
．
Φ
》
昌
．
唱

　
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
思
想
圏
に
お
い
て
、
理
性
と
信
仰
の
問
題
を
論
及
す
る
前
提
と
し
て
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
黙
を
簡
輩
に
述

べ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
理
性
と
儒
仰
と
の
麗
劉
に
縮
…
し
て
で
あ
っ
た
。
次
に
、
我
我
は
、
本
題
に
入
っ
て
、
理
性
と
信
仰
と
の
結
合



關
係
を
論
及
し
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
理
性
を
箪
な
る
推
論
的
漕
性
の
立
場
に
堕
し
め
な
い
で
、
理
性
本
來
の
立
場
を
瀬
野
し

つ
つ
理
性
と
僑
仰
と
の
關
係
を
問
う
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
そ
れ
故
血
便
は
理
性
か
ら
信
仰
へ
、
信
仰
か
ら
理
性
へ
と
推
移
し

て
行
く
こ
と
に
な
る
。

1
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理
性
と
信
仰
の
問
題
を
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
提
起
し
た
重
要
な
契
機
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
マ
ニ
教
徒
の
合
理
主
義
に
た
い
す
る
彼
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

批
判
で
あ
る
。
マ
ニ
教
は
グ
ノ
ー
シ
ス
的
二
画
論
で
あ
る
。
マ
扇
田
は
信
仰
を
排
除
す
る
グ
ノ
ー
シ
ス
で
あ
り
、
し
か
も
二
元
論
で
あ
る

と
い
う
勲
で
、
野
マ
ニ
教
批
判
は
二
重
の
意
味
で
重
要
で
あ
る
。
紳
が
質
料
や
形
膿
を
も
つ
て
い
る
と
妄
想
す
る
マ
ニ
教
の
紳
話
を
ま
と

っ
た
唯
物
的
善
悪
の
二
幅
論
的
存
在
論
の
克
脳
が
、
ア
カ
デ
ミ
ー
派
の
懐
疑
論
を
経
て
、
新
プ
ラ
ト
ン
學
派
の
唯
心
論
的
ご
冗
論
の
受
容

と
な
っ
て
、
理
性
の
立
場
を
深
め
て
行
く
契
機
と
な
っ
た
。
他
方
、
信
仰
を
輕
蔑
し
理
性
に
た
い
し
低
次
の
も
の
と
し
て
疑
め
る
マ
ニ
教

徒
の
誤
っ
た
合
理
主
義
に
た
い
す
る
反
動
と
し
て
信
仰
の
立
場
を
彼
は
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
理
性
の
立
場
と
信
仰
の
立
場
と
が
、

一
見
す
る
と
、
全
く
梢
反
す
る
方
向
を
と
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
爾
者
は
悪
の
問
題
の
解
決
と
い
う
同
一
な
る
事
柄
に
封
ず
る

二
つ
の
分
離
し
難
く
關
係
し
て
い
る
態
度
で
あ
っ
て
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の
二
連
に
お
い
て
理
性
と
信
仰
の
問
題
が
惹
起
さ
れ
て
來
る
の

で
あ
る
。
我
我
は
こ
の
こ
と
を
、
パ
ウ
リ
！
ヌ
ス
が
「
マ
ニ
教
徒
を
駁
す
る
詞
書
」
（
勺
①
昌
け
斡
轡
③
虹
O
ず
⊆
目
P
　
O
O
⇔
櫛
塊
鶴
竃
O
離
一
〇
び
鋤
①
O
◎
o
）
と
呼
ぶ

も
の
の
一
つ
で
あ
り
、
理
性
と
信
仰
、
謙
譲
と
宗
教
と
の
一
翼
性
を
意
圃
す
る
『
員
正
宗
教
論
』
に
主
と
し
て
基
い
て
、
解
明
し
て
み
よ

う
。

　
（
1
）
　
¢
○
騨
o
P
簗
ω
ε
受
。
粘
畠
増
ぼ
賦
質
℃
ぽ
ざ
ω
名
財
団
ぎ
叶
｝
δ
露
密
旨
①
p
。
σ
q
Φ
．
や
刈
。
。
い
α
。
。
Φ
”
ま
8
誌
●

　
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
記
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
マ
ニ
教
徒
蓮
は
コ
一
つ
の
本
性
も
し
く
は
寳
騰
が
各
々
の
原
理
に
基
い
て
互
い
に
反
抗

　
　
　
　
（
1
）

し
合
っ
て
い
る
」
と
信
じ
て
い
た
。
從
っ
て
劇
界
は
悪
の
實
膿
と
善
の
蜜
膿
と
か
ら
な
る
と
す
る
二
元
的
存
在
論
を
も
つ
て
、
彼
ら
は
最

　
　
　
　
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
お
け
る
理
性
と
儒
仰
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
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哲
學
研
究
第
四
百
七
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
八

も
理
性
的
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。
ま
た
彼
ら
は
コ
つ
の
燈
の
内
部
に
二
つ
の
魂
が
存
在
す
る
と
考
え
、
一
つ
は
紳
か
ら
出
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

で
あ
り
、
：
…
・
他
は
暗
黒
の
種
族
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
善
悪
の
絶
封
的
二
紳
論
を
も
つ
て
、
悪
の
起
源
の
合
理
的
説
明
と
し

て
い
た
。
特
に
若
き
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
を
苦
し
め
た
の
は
悪
の
起
源
の
晶
群
で
あ
っ
た
。
彼
は
悪
の
問
題
に
つ
い
て
マ
ニ
教
徒
を
批
判
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

る
際
に
、
「
悪
の
起
源
」
（
β
⇒
幽
①
　
ゆ
G
陰
け
　
ヨ
飴
】
β
肖
P
）
か
ら
「
悪
と
は
何
か
」
（
ρ
巳
伽
。
。
・
甲
介
9
。
貯
ヨ
）
に
問
題
を
轄
じ
た
。
こ
の
こ
と
は
新
プ
ラ

ト
ン
主
義
の
ご
兀
論
的
存
在
論
の
積
極
的
受
容
と
い
う
方
向
を
決
定
し
た
鷺
で
重
要
で
あ
る
。
悪
自
騰
（
絶
封
悪
）
は
心
な
く
し
て
は
存

在
し
え
な
い
、
悪
は
善
（
存
在
）
の
歓
如
騰
（
嶺
ぞ
薮
。
び
。
鉱
）
で
あ
る
と
い
う
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
存
在
論
に
基
く
マ
ニ
教
批
判
は
、

哲
學
に
よ
る
誤
謬
の
除
去
と
し
て
の
辮
熱
論
で
あ
り
、
學
問
的
に
マ
ニ
教
徒
の
教
説
が
支
持
し
難
い
こ
と
の
論
詰
で
あ
っ
た
。

　
（
1
）
　
O
①
〈
①
座
話
｝
ぼ
脅
。
．
ρ
p
一
①

　
（
2
）
圃
ぴ
に

　
（
3
）
U
Φ
B
。
嵩
げ
蕊
ζ
き
冨
①
。
把
き
。
愚
碧
P
悼

　
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
プ
ラ
ト
ン
主
義
に
は
プ
ラ
ト
ン
辮
讃
法
、
経
験
的
封
象
か
ら
普
遍
的
類
概
念
へ
と
い
う
形
而
上
學
的
概
念
的
思
惟

と
プ
ロ
チ
ノ
ス
の
紳
秘
主
義
、
す
な
わ
ち
感
性
的
世
界
と
叡
知
的
世
界
と
の
爾
世
界
を
越
え
る
一
者
へ
の
騨
秘
的
合
一
と
の
二
面
が
内
包

さ
れ
て
い
る
。
直
轄
縦
な
き
存
在
か
ら
不
攣
の
理
念
へ
と
昇
り
行
く
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
思
惟
は
、
理
念
界
に
お
け
る
絶
封
士
爵
在
的
な

る
も
の
、
ま
た
理
念
界
の
本
質
お
よ
び
統
一
で
あ
る
と
こ
ろ
の
紳
を
示
す
。
紳
は
存
在
す
る
も
の
の
「
根
源
的
剛
者
」
（
d
髭
ヨ
鷲
ぎ
◎
甲

℃
筥
Φ
）
「
最
高
の
一
」
（
ω
四
二
巳
＝
ヨ
環
鐸
仁
露
）
存
在
す
る
全
て
の
も
の
に
存
在
を
毒
蛇
す
る
「
最
高
本
質
」
（
ω
二
二
ヨ
嚢
。
①
ω
ω
①
留
出
）
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
「
根
源
者
の
最
高
の
類
似
性
」
（
鈴
ヨ
導
餌
ω
凶
ヨ
濠
ε
山
。
℃
臨
9
町
費
）
　
で
あ
り
、
「
全
て
存
在
す
る
も
の
の
形
相
」
（
隔
。
同
ヨ
曽

◎
導
巴
¢
白
ρ
嬬
曽
。
。
。
償
9
）
で
あ
っ
て
、
一
者
を
「
在
る
が
ま
ま
に
關
示
す
る
も
の
」
（
ρ
二
麟
Φ
旨
¢
傷
。
ω
滞
瓢
象
轡
鉱
。
葺
①
ω
轡
）
が
冒
輿
理
」

（
＜
Φ
鼠
鼠
⑳
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
聖
書
に
あ
る
「
原
始
に
お
け
る
御
書
、
榊
と
共
な
る
轡
で
あ
る
御
書
（
＜
2
げ
鐸
ヨ
）
」
で
あ
り
、
ま
た
一
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
「
光
」
（
ピ
調
×
）
で
あ
る
。



　
（
1
）
　
O
①
＜
o
拳
お
雛
α
Q
．
ρ
ホ
．
戸
◎
。
一
甲
。
■
器
”
ゆ
●
ま

　
根
源
的
一
者
で
あ
る
紳
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
も
の
は
支
配
さ
れ
て
い
る
が
、
理
性
的
被
造
物
で
あ
る
人
間
は
嘉
事
の
眞
理
を
認
識
す
る

よ
う
に
劇
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
薦
理
を
認
識
す
る
こ
と
が
出
営
る
の
は
精
神
が
紳
の
像
（
冨
餌
σ
Q
。
U
①
凶
）
と
し
て
創
ら
れ
て
い
る
偉
大

　
　
　
　
　
　
（
1
）

さ
に
よ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
精
義
と
、
精
紳
が
そ
れ
に
よ
っ
て
紳
を
認
識
す
る
内
的
光
で
あ
る
貫
理
と
の
間
に
は
な
ん
ら
の
被
造
物
も
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

在
し
で
い
な
い
故
に
、
精
紳
が
こ
の
置
理
を
把
握
す
る
こ
と
は
属
隷
自
営
で
あ
る
紳
と
結
び
つ
く
こ
と
で
あ
り
、
眞
理
と
共
に
崇
め
輿
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ら
れ
て
い
る
不
愛
の
諸
道
理
の
槻
照
を
意
味
す
る
。
「
藁
理
は
外
か
ら
勧
告
し
、
内
に
教
え
る
」
。
そ
れ
故
「
外
に
出
て
行
く
な
。
汝
自
身

の
内
に
謂
れ
。
内
的
人
間
に
こ
そ
員
理
は
宿
る
の
で
あ
る
」
。
さ
ら
に
不
愛
の
眞
理
が
可
攣
縮
精
神
よ
り
も
ま
さ
る
故
に
精
解
自
身
を
も

超
齢
し
（
嘗
謬
ω
8
つ
創
興
①
）
「
理
性
の
光
そ
の
も
の
が
と
も
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
へ
向
っ
て
前
進
せ
よ
。
な
ぜ
な
ら
濃
理
は
理
性
的
推
論
に

よ
っ
て
白
E
自
身
に
達
す
る
も
の
で
は
な
く
、
推
論
す
る
者
が
探
求
し
て
行
く
も
の
自
騰
で
あ
る
ゆ
え
に
、
全
て
よ
き
理
性
的
思
惟
者

（
巴
効
臨
O
O
一
⇔
彊
け
○
塊
）
は
戯
理
以
外
の
爆
管
に
蓮
す
る
の
か
。
…
…
そ
れ
は
内
的
人
間
が
自
己
の
内
に
宿
る
も
の
〔
翼
理
〕
と
…
…
最
高
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

て
霊
的
歓
喜
に
お
い
て
遽
合
す
る
た
め
で
あ
る
」
。

　
（
王
）
　
U
①
〈
③
旨
お
翻
σ
q
．
o
・
轟
騨
鐸
G
◎
口

　
（
2
）
黛
畠
・
ρ
U
黛
口
。
一
お

　
（
3
）
　
O
①
犀
げ
。
び
舞
露
．
翻
旨
峯

　
（
4
）
　
○
Φ
〈
㊦
養
樽
Φ
剴
瞬
。
・
匂
。
ρ
鐸
認

97

　
我
我
は
こ
こ
で
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
お
け
る
翼
理
を
追
求
し
て
行
く
理
性
の
貢
理
志
向
作
用
の
一
つ
の
特
徴
を
見
る
こ
と
が
出
來
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
王
）

員
理
を
知
る
の
は
愛
で
あ
る
（
8
簿
霧
昌
。
〈
騨
く
①
昏
象
Φ
導
）
。
愛
は
魂
の
重
み
（
℃
8
魯
。
。
円
理
ヨ
器
）
で
あ
り
、
そ
の
活
動
（
筥
。
陣
ご
）
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

あ
る
。
薦
理
に
た
い
す
る
精
紳
の
愛
（
露
Φ
⇔
瓢
ω
二
面
⑦
o
窪
。
。
）
は
、
理
性
を
し
て
自
己
自
身
を
も
超
え
さ
せ
る
。
理
性
の
立
場
の
究
極
は
紳

秘
的
脱
自
で
あ
る
。
か
く
の
ご
と
き
眞
理
を
不
断
に
追
求
し
上
昇
し
て
行
く
思
惟
を
、
叢
論
を
間
う
往
相
的
思
惟
と
言
う
こ
と
が
出
來
よ

　
　
　
　
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
お
け
る
理
性
と
信
仰
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九



98

　
　
　
　
哲
學
研
究
　
第
隅
筥
七
十
ご
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

う
。
プ
ラ
ト
ン
的
非
存
在
か
ら
翼
實
存
在
へ
の
段
階
的
上
昇
的
思
惟
の
根
源
は
理
性
に
内
在
す
る
愛
で
あ
る
。
勿
論
、
『
眞
正
宗
教
論
』
の

立
場
は
か
か
る
プ
ラ
ト
ン
的
思
惟
に
蒼
き
る
も
の
で
は
な
い
。
叡
知
的
世
界
へ
と
上
昇
し
て
行
く
理
性
の
思
惟
過
程
で
、
世
界
は
軍
令
的

多
な
る
も
の
か
ら
理
念
に
い
た
る
ま
で
紳
の
根
源
軍
陣
の
支
配
の
も
と
で
次
第
に
高
ま
る
段
階
の
國
と
し
て
示
さ
れ
る
。
だ
が
同
時
に
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
食
み
に
干
て
紳
は
、
存
在
の
根
源
・
叡
知
の
光
・
秩
序
づ
け
る
恩
寵
と
し
て
、
三
一
親
様
根
を
も
つ
て
顯
示
さ
れ
る
。
し
か
し
マ
ニ
教

に
た
い
す
る
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
存
在
論
に
基
く
批
制
の
辮
誇
論
に
お
け
穎
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
思
惟
の
根
本
的
性
格
は
、
様
々
な
キ
リ

ス
ト
教
的
密
蔵
に
も
拘
ら
ず
、
「
翼
正
に
し
て
聖
な
る
哲
學
の
根
本
思
想
」
（
U
δ
O
讐
巳
α
q
①
費
受
壷
鳥
興
く
Φ
鑓
簿
象
く
置
2
）
議
。
。
。
o
℃
げ
冨
）

　
　
　
　
　
　
　
（
透
）

で
あ
る
と
、
ロ
！
フ
ス
と
共
に
、
書
っ
て
も
過
書
で
は
な
い
。

　
（
1
）
　
O
o
無
①
。
。
。
。
岡
8
鐸
β
く
巖
ρ
一
P
鐸
δ

　
（
2
）
U
①
〈
Φ
鑓
門
。
藷
．
ρ
“
。
P
鐸
お

　
（
3
）
　
｝
灘
9
ρ
巳
“
詳
岡
お

　
（
4
）
　
男
ピ
8
鉾
ピ
。
博
臨
巴
2
諺
ヨ
ω
仲
鼠
貯
縫
二
幅
U
£
ヨ
Φ
認
①
ω
〇
一
首
蜂
①
ゆ
↓
駐
一
¢
呂
．
ω
．
・
。
c
。
な
。

　
理
性
の
立
場
の
究
極
が
紳
秘
的
腕
自
で
あ
る
こ
と
を
兇
て
來
た
の
で
あ
る
が
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
自
身
が
新
プ
ラ
ト
ン
學
派
の
神
秘
主

義
か
ら
出
番
し
て
い
る
故
に
、
彼
に
と
っ
て
紳
秘
的
脱
自
慰
験
が
如
何
な
る
意
義
を
彼
の
思
想
形
成
に
與
え
て
い
る
か
を
考
察
し
て
み
た

い
。

　
丸
秘
骨
骸
自
銀
髪
に
つ
い
て
、
彼
は
軍
に
『
告
白
』
の
中
で
語
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
諸
著
作
に
お
い
て
も
言
及
し
て
い

（
1
）

る
。
そ
れ
ら
の
箇
所
に
は
少
な
く
と
も
次
の
二
つ
の
著
し
い
共
逓
勲
が
見
出
さ
れ
る
。
ω
　
瀞
秘
的
腕
自
の
決
定
的
瞬
閣
に
お
い
て
も

主
・
客
の
七
条
域
を
曇
ら
さ
な
い
畳
醒
せ
る
省
察
に
も
と
つ
く
思
権
の
火
急
性
（
囚
籍
＾
鑓
8
σ
q
鎌
脚
δ
）
。
こ
こ
で
思
惟
も
し
く
は
認
識
は



愛
と
同
化
し
て
、
愛
は
認
識
に
お
い
て
溝
滅
し
な
い
で
、
む
し
ろ
増
大
し
火
急
的
に
な
っ
て
い
る
。
㈲
　
脱
自
維
験
に
お
け
る
神
の
認
識

の
瞬
間
性
（
ヨ
。
露
窪
窪
巳
馨
Φ
密
α
q
Φ
艮
貯
①
）
と
そ
の
瞬
間
的
消
滅
に
よ
る
人
間
存
在
の
時
言
的
有
限
性
、
從
っ
て
そ
れ
に
基
く
罪
の
自
畳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
い
う
、
換
書
す
れ
ば
紳
の
観
照
と
罪
の
自
魔
と
い
う
二
重
的
啓
示
。
少
な
く
と
も
以
上
の
二
黒
が
紳
秘
的
脱
漏
経
験
の
共
通
的
性
格
と

し
て
墾
げ
ら
れ
る
と
思
う
。
勿
論
、
前
者
な
し
に
は
後
者
も
あ
り
得
な
い
が
、
特
に
後
者
が
我
我
の
閥
題
に
た
い
し
て
持
つ
意
義
は
大
き

い
の
で
あ
る
。

　
（
王
）
　
例
え
ば
O
o
ヨ
◎
識
ぴ
霧
①
8
剛
．
8
夢
●
o
●
一
㌍
嵩
・
㎞
◎
。
い
閃
揖
碧
鎚
凱
。
⇒
①
。
。
営
勺
。
。
既
ヨ
8
”
×
い
目
蚕
お
”
○
×
び
く
學
曾
O
①
↓
鼠
鼠
口
無
Φ
＜
回
生
H
o
●

　
　
N
”
．
な
。
”
×
葭
。
．
一
轡
鐸
卜
⊃
貸
ぎ
｝
8
コ
臥
ψ
国
く
鋤
欝
α
q
鉱
ご
ヨ
↓
溝
。
営
×
＜
H
悶
騨
訟

　
（
2
）
　
二
重
的
啓
示
に
つ
い
て
鰍
・
じ
ご
賃
塁
び
ざ
》
奪
。
騰
○
魚
や
9
。
①
か
ら
私
は
學
ん
だ
。

99

　
紳
秘
的
嘉
事
を
回
顧
し
て
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
『
告
白
』
の
中
で
次
の
如
く
語
っ
て
い
る
。
「
私
が
始
め
て
汝
を
知
っ
た
と
き
、
汝
は
、

私
が
見
る
べ
き
も
の
は
虞
に
存
在
し
て
い
る
が
、
私
が
未
だ
そ
れ
を
見
る
に
ふ
さ
わ
し
い
存
在
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
私
に
見
せ
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

う
た
め
に
、
私
を
召
し
寄
せ
給
う
た
」
。
こ
こ
で
融
を
知
る
と
い
う
こ
と
が
同
時
に
融
と
入
間
と
の
不
等
性
（
二
一
ψ
ω
一
言
臨
一
価
¢
伽
O
）
に
お
け
る

蓮
い
距
離
（
ζ
薦
Φ
ヨ
。
①
。
。
ω
Φ
9
脅
Φ
）
の
自
覧
と
い
う
工
重
的
啓
示
を
も
つ
て
い
る
こ
と
が
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
紳
秘
的
騰
験

に
お
い
て
紳
の
不
見
の
本
質
を
造
ら
れ
た
も
の
に
よ
っ
て
悟
り
得
て
見
る
と
い
う
『
ロ
マ
書
』
一
章
二
〇
節
の
い
わ
ば
原
啓
示
の
妊
婦
を

語
り
う
る
が
、
こ
の
啓
示
の
二
重
性
と
い
う
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
特
質
を
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
紳
に
た
い
す
る
人
間
存
在
の
不

等
性
こ
そ
、
紳
の
観
照
を
一
瞬
の
瞥
晃
に
終
ら
せ
、
再
び
臼
常
の
習
贋
（
ω
o
葺
簿
）
に
人
間
を
引
き
も
ど
し
、
た
だ
紳
の
糊
し
い
記
憶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

（
¢
b
P
⇔
旨
も
◎
　
廿
P
Φ
b
P
O
H
一
鋤
）
を
心
の
中
に
残
す
の
み
で
あ
る
。
か
か
る
紳
の
永
遠
な
る
存
在
と
入
間
の
存
在
と
の
不
等
性
は
、
岡
時
に
、
入
間

存
在
の
時
問
的
有
馬
性
、
可
惜
性
と
し
て
、
悪
の
從
っ
て
罪
の
根
擦
と
も
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
我
我
は
可
攣
的
な
る
も
の
と
し
て
の

人
聞
存
在
の
罪
へ
の
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
思
索
の
中
心
は
こ
の
嵩
置
的
な

る
も
の
か
ら
不
攣
的
な
る
も
の
へ
と
い
う
方
向
を
常
に
と
る
も
の
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
得
よ
う
。

　
　
　
　
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
お
け
る
理
性
と
儒
仰
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’一

u二
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（
1
）
　
O
◎
駄
●
＜
麟
9
一
〇
”
戸
一
①

（
2
）
　
ま
慰
Ψ
〈
識
p
一
ざ
霊
“
⊃
も
。

ニ
ニ

　
マ
ニ
教
批
判
に
お
け
る
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
悪
の
考
察
は
、
悪
の
蟹
膿
を
否
定
し
、
悪
を
存
在
の
鉄
如
膣
と
み
な
す
所
謂
形
而
上
學
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

悪
の
考
察
で
あ
る
。
彼
は
悪
の
可
能
的
根
捺
を
被
造
物
の
盤
渉
性
（
露
葺
効
ぼ
葺
器
）
に
お
く
。
被
造
物
は
紳
か
ら
造
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て

紳
の
ご
と
く
最
高
の
意
味
で
存
在
し
な
い
。
最
高
存
在
、
し
た
が
っ
て
最
高
善
で
な
い
こ
と
が
悪
の
根
擦
と
な
る
の
で
あ
る
。
か
か
る

…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

で
な
い
と
い
う
否
定
的
な
考
察
こ
そ
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
言
う
ご
と
く
、
悪
の
存
在
論
的
考
察
で
あ
る
。
悪
、
し
た
が
っ
て
無
（
巳
疑
）

は
そ
れ
自
膿
の
根
擦
、
す
な
わ
ち
賢
騰
を
問
う
時
、
ま
さ
し
く
ま
た
無
と
な
る
。
し
か
る
に
こ
の
溝
極
的
主
張
は
背
後
に
被
造
物
の
創
造

者
へ
の
必
然
的
参
拝
性
、
紳
の
存
在
を
分
有
す
る
分
有
的
存
在
構
造
を
示
し
て
い
る
。
「
無
に
傾
く
」
（
〈
巽
α
q
禽
Φ
践
蝕
書
起
ヨ
）
と
か

「
死
に
傾
く
」
（
＜
興
α
q
Φ
お
鑑
ヨ
。
冨
③
諺
）
と
か
い
う
こ
と
も
紳
の
存
在
と
か
生
命
と
か
か
ら
の
凋
落
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

紳
の
本
質
を
分
有
す
る
こ
と
か
ら
脱
落
す
る
誤
っ
た
選
管
を
な
す
邪
曲
な
る
意
志
に
悪
の
、
從
っ
て
罪
の
砂
擦
が
結
局
蹄
せ
ら
れ
る
の
で

（
3
）

あ
る
。
存
在
論
と
倫
理
學
と
は
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
お
い
て
も
、
新
プ
ラ
ト
ン
學
派
の
哲
學
と
同
じ
く
、
唖
艦
的
不
離
な
る
瀾
係
に
あ
る
。

然
し
我
我
は
意
志
に
よ
る
理
性
認
識
の
限
定
、
す
な
わ
ち
邪
曲
な
る
意
志
に
よ
っ
て
理
性
認
識
が
撰
無
さ
れ
て
い
る
賦
況
で
あ
っ
て
、
ア

ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
が
人
間
の
現
存
在
に
お
け
る
致
命
的
罪
と
み
な
す
「
無
知
」
（
一
σ
q
⇒
o
摂
箕
田
）
を
考
察
の
樹
象
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
の

思
惟
の
本
質
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
1
）
　
じ
。
〈
o
鑓
器
躍
σ
q
．
ρ
一
。
。
℃
罠
。
。
い

　
（
2
）
搾
ω
。
ぎ
Φ
凱
①
が
O
器
≦
鋤
鼠
興
ぎ
器
ω
。
圃
ρ
勲
①
鵠
冠
毛
陛
汗
。
ヨ
窪
α
2
0
韓
。
｝
。
α
。
δ
》
轟
霧
菅
。
・
ω
．
一
も
。
U

　
（
3
）
　
O
①
＜
①
難
器
凱
α
q
．
P
一
r
弊
悼
圃
い
。
・
き
”
昌
・
冨

　
人
間
の
現
存
在
に
お
け
る
致
命
的
敏
陥
と
し
て
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
「
無
知
」
と
「
無
力
」
（
ぎ
津
巨
欝
の
）
と
を
あ
げ
る
こ
と
を
常
と

（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

す
る
。
さ
て
邪
曲
な
る
意
志
に
よ
っ
て
理
性
認
識
が
繊
無
さ
れ
て
い
る
「
無
知
」
な
る
罪
が
「
紳
の
光
に
よ
っ
て
除
か
れ
る
」
と
言
わ
れ



IOI

る
が
、
そ
の
意
味
は
何
で
あ
る
の
か
。
こ
こ
で
理
性
認
識
の
可
能
性
を
全
く
否
定
し
、
認
識
を
輩
な
る
蓋
然
性
に
蹄
せ
し
め
よ
う
と
す
る

ア
カ
デ
ミ
…
派
の
懐
疑
論
に
立
入
っ
て
述
べ
る
こ
と
は
出
來
な
い
の
で
あ
る
が
、
懐
疑
論
の
克
服
に
お
い
て
意
識
と
存
在
と
の
同
一
性
に

も
と
つ
く
人
間
存
在
の
内
面
性
を
主
客
的
自
己
省
察
に
基
い
て
確
立
し
た
黙
に
こ
そ
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
郷
里
的
思
索
の
第
一
歩
が
築
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

れ
た
の
で
あ
る
。
　
「
何
も
知
魔
さ
れ
な
い
、
何
事
に
も
同
意
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
ア
カ
デ
ミ
ー
派
の
懐
疑
論
は
、
外
界
の
事
物
の

認
識
の
不
確
冷
性
と
藩
王
に
よ
る
蓋
然
性
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
、
外
界
の
事
物
の
知
事
と
い
う
ソ
フ
ィ
ス
ト
達
や
ア
カ
デ
ミ
ー
派
に

　
　
　
　
　
（
4
）

つ
き
ま
と
う
翻
物
性
に
彼
ら
の
立
論
の
根
源
が
あ
る
。
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
か
か
る
邸
物
性
を
、
主
髄
的
自
己
省
察
に
基
く
内
面
性
を
確

立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
脱
却
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
襖
疑
し
て
い
る
自
己
、
思
惟
し
て
い
る
自
己
と
自
己
の
存
在
と
の
同
一
性
、
換
言
す

れ
ば
意
識
と
存
在
と
の
同
一
性
と
い
う
人
間
存
在
の
内
面
的
確
蟹
性
に
よ
っ
て
懐
疑
論
を
克
服
す
る
。
し
か
し
人
間
存
在
の
内
面
的
確
賦

性
の
確
立
は
ア
カ
デ
ミ
ー
派
の
襖
疑
論
と
い
う
相
封
論
の
甲
羅
で
の
論
考
で
あ
っ
て
、
本
夕
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
思
想
は
よ
り
深
い
根
接

に
立
っ
て
い
る
。
彼
に
と
っ
て
疑
う
と
い
う
こ
と
も
黒
旗
を
前
提
し
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
り
、
疑
う
こ
と
が
娼
覧
た
も
の
は
重
々
を
齪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

に
持
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
他
の
源
泉
か
ら
骸
源
す
る
艮
理
の
光
を
規
範
と
し
て
持
っ
て
い
る
故
に
疑
い
う
る
の
で
あ
る
。
し
て
み
る
と

懐
疑
に
は
一
種
の
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ー
ク
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
周
知
の
ご
と
く
知
（
ω
O
一
村
④
）
は
眞
理
を
規
範
と
す
る
思
惟
（
8
σ
q
津
貧
①
）
に

お
い
て
成
立
す
る
。
し
か
る
に
翼
理
か
ら
切
断
さ
れ
た
軍
な
る
感
性
的
知
事
（
℃
①
周
O
μ
℃
①
H
O
）
は
蓋
然
性
と
い
う
懐
疑
論
に
轄
落
し
「
無
知
」

（
P
①
ω
O
一
同
①
）
と
な
る
。
だ
が
懐
疑
自
謄
は
、
懐
疑
す
る
主
膿
の
自
己
省
察
に
基
く
内
面
性
を
開
き
つ
つ
、
主
膿
の
内
面
を
も
さ
ら
に
越
え

て
、
上
智
の
光
に
照
ら
さ
れ
、
主
宰
よ
り
も
高
次
の
次
元
か
ら
主
艦
を
基
礎
づ
け
て
、
懐
疑
自
騰
に
不
動
の
確
實
性
を
振
え
る
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
故
「
紳
の
光
に
よ
っ
て
無
知
が
除
か
れ
る
」
と
い
う
の
は
紳
の
光
に
よ
っ
て
無
知
が
知
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
沖
つ
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

て
「
無
知
し
は
懐
疑
を
媒
介
と
し
、
懐
疑
の
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ー
ク
に
よ
っ
て
「
無
知
の
知
」
（
ω
O
一
塊
Φ
⇒
O
類
ω
O
博
①
］
P
仙
O
）
と
な
る
と
言
え
よ

う
。
そ
れ
は
無
理
の
光
に
よ
っ
て
「
教
え
ら
れ
た
無
知
」
（
鳥
o
o
弓
隠
σ
q
8
録
巨
鑓
）
で
あ
る
。
伽
o
o
㌶
齢
ロ
。
冨
馨
鑓
と
は
伽
o
o
霞
③
さ
れ
た

無
知
と
い
う
意
味
で
の
知
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
侮
◎
o
欝
齢
φ
o
峯
鱗
貯
と
は
人
間
の
弱
き
を
助
け
給
う
神
の
霊
に
よ
つ

　
　
　
　
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
お
け
る
理
性
と
信
仰
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
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二
煕

㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
て
教
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
雷
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
る
に
紳
の
霊
と
は
融
の
愛
に
他
な
ら
な
い
。
紳
の
愛
に
基
い
て
の
み
人

　
　
聞
の
現
存
在
に
お
け
る
無
知
な
る
罪
は
除
か
れ
る
。
眞
理
白
扇
で
あ
る
神
が
自
己
聴
取
魚
鋤
に
お
い
て
人
間
の
蜜
豆
に
光
を
投
げ
か
け
、

　
　
暴
理
の
認
識
へ
と
精
騎
を
導
く
故
に
、
理
性
認
識
は
始
め
て
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
眞
理
に
内
在
す
る
愛
が
認
識
の
根
源
で
あ
る
。

　
　
　
（
1
）
　
私
の
輿
に
ふ
れ
た
と
こ
ろ
で
は
U
Φ
犀
ぴ
●
転
び
●
H
畷
9
一
。
。
”
静
頓
卜
⊃
い
O
o
無
●
×
o
添
な
。
”
芦
刈
O
い
O
o
馨
．
国
知
蝦
ω
．
窯
鋤
巴
’
×
賛
鐸
“
◎
。
い
U
①
↓
H
ぎ
罫

　
　
　
　
×
目
く
。
．
メ
欝
・
り
い
団
謬
。
｝
臨
ユ
象
9
”
”
P
博
卜
Q
》
戸
総
等
で
あ
る
。

　
　
　
（
2
）
　
司
鐸
0
7
●
P
㈹
ド
鐸
い
ト
3
　
こ
の
書
物
は
後
期
の
も
の
に
属
す
る
が
代
表
的
な
も
の
と
し
て
引
用
し
た
。

　
　
　
（
3
）
　
O
o
艮
B
》
＄
瓜
Φ
ヨ
岡
8
。
。
”
圃
目
ρ
囲
O
”
P
圏

　
　
　
（
4
）
　
国
甲
国
⑦
陣
ヨ
も
・
o
簿
ダ
。
娼
●
o
罫
ω
．
一
8

　
　
　
（
5
）
　
こ
の
黙
を
明
瞭
に
示
す
テ
キ
ス
ト
は
O
Φ
〈
①
㌶
容
与
・
o
’
も
。
り
⇔
．
お
「
も
し
汝
が
疑
っ
て
い
る
こ
と
が
確
立
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
確
實
性
の

　
　
　
　
根
擦
を
尋
ね
よ
。
そ
う
す
れ
ば
こ
の
太
賜
の
光
り
は
決
し
て
現
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
こ
の
世
に
來
る
す
べ
て
の
人
を
照
す
暴
の
光
が
現
れ
る

　
　
　
　
で
あ
ろ
う
」
で
あ
る
Q

　
　
　
（
6
）
　
「
無
知
の
知
」
に
つ
い
て
d
①
急
話
㌶
欝
0
9
×
嵩
。
気
田
O
Φ
o
巨
象
質
ρ
鵠
。
」
9
⇔
．
漁
い
悶
。
諏
。
。
匂
里
門
ご
O
o
↓
菖
獣
け
鋤
8
×
ρ
も
。
“
鐸
O
参
照
。

　
　
　
（
7
）
国
嘗
器
し
も
。
O
。
二
9
鐸
融
縛
。
。

　
　
　
（
8
）
　
紳
の
璽
と
紳
の
愛
と
の
同
一
親
は
O
o
笥
島
。
簿
ω
団
ヨ
ぴ
。
囲
ρ
P
リ
リ
昌
◎
δ
以
來
攣
ら
な
い
輩
張
と
な
っ
て
い
る
。

皿

　
意
志
に
よ
る
理
性
認
識
の
隈
定
に
つ
い
て
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
思
想
を
考
察
す
る
こ
と
は
理
性
と
信
仰
、
認
識
と
行
爲
（
8
簿
①
臼
覧
甲

け
δ
虫
理
解
。
）
等
の
問
題
と
關
奏
す
る
ゆ
え
に
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
眞
理
志
肉
作
用
と
し
て
の
理
性
の
活
動
、
思
惟
の
言
動

に
注
目
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
工
重
の
思
惟
の
動
き
が
見
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
理
性
に
内
在
す
る
愛
に
基
く
蔭
理
窃
膿
と
し
て
の
紳
を

追
求
す
る
往
相
的
思
惟
と
、
他
方
、
塁
上
自
公
が
還
相
的
に
光
と
し
て
理
性
を
照
ら
す
こ
と
に
よ
り
理
盤
が
受
動
的
に
最
理
に
向
う
思
惟

と
の
二
重
惟
が
あ
る
。
前
者
は
プ
ラ
ト
ン
的
非
存
在
か
ら
嚢
實
存
荘
へ
段
階
的
に
上
昇
す
る
理
性
に
内
在
す
る
エ
ロ
ー
ス
の
根
源
的
動
向



le3

を
も
っ
て
い
る
。
し
か
る
に
後
者
は
事
理
自
騰
に
内
在
す
る
自
己
顯
示
的
愛
に
よ
る
眞
理
の
降
下
と
い
う
ア
ガ
ペ
ー
の
動
向
を
備
え
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

る
。
そ
し
て
爾
者
の
間
に
は
、
シ
エ
ラ
ー
の
奮
う
、
「
愛
の
動
向
韓
換
」
（
惣
Φ
じ
σ
睾
①
σ
q
§
σ
q
鈴
墨
香
ぼ
仙
①
圏
臣
①
げ
Φ
）
が
本
來
明
ら
か
に

存
在
す
べ
き
で
あ
る
。
だ
が
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
お
い
て
、
爾
者
は
あ
く
ま
で
一
々
的
に
融
合
し
て
い
て
、
聖
恩
に
他
を
排
斥
せ
ず
に
生

か
し
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
エ
ロ
ー
ス
と
ア
ガ
ペ
ー
と
い
う
相
手
立
す
る
類
型
に
愛
を
労
離
し
て
考
察
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

あ
る
。
例
え
ば
ニ
ー
グ
レ
ン
の
ご
と
く
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
恋
愛
（
O
⇔
誉
田
鋤
q
◎
）
を
「
欲
求
」
（
鮎
⑦
。
。
箆
費
貯
ヨ
）
と
解
す
る
こ
と
も
、
そ
の
見
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

自
費
十
分
な
根
擦
が
あ
る
に
も
掬
ら
ず
、
バ
ー
ナ
ビ
イ
の
批
判
す
る
よ
う
に
、
カ
リ
タ
ス
は
紳
と
の
「
成
就
さ
れ
た
合
一
」
（
陣
①
¢
巳
。
口

器
重
器
岱
）
で
あ
る
こ
と
を
無
競
す
る
な
ら
ば
、
不
実
な
解
語
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
從
っ
て
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
的
思
惟
の
二
重
性

は
彼
の
人
格
に
お
い
て
分
離
し
難
く
融
合
一
騰
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
思
惟
の
根
本
性
格
を
決
定
し
て
い

る
も
の
は
理
性
認
識
に
お
け
る
意
志
の
働
き
で
あ
る
。
理
性
認
識
に
お
け
る
意
志
の
働
き
は
形
式
的
本
性
的
薦
と
蟹
質
的
内
容
的
面
と
か

ら
考
察
さ
れ
て
い
る
。
形
式
的
本
性
面
で
の
考
察
は
、
後
蓮
す
る
ご
と
く
、
記
憶
・
認
識
・
意
志
の
三
位
一
膿
的
認
識
構
造
に
お
い
て
認

識
と
意
志
と
は
根
源
を
な
す
愛
に
お
い
て
一
睡
的
に
解
さ
れ
る
。
し
か
る
に
實
質
的
内
容
面
か
ら
の
考
察
で
は
、
意
志
は
本
釣
的
存
在
か

ら
脱
落
し
、
悪
の
根
擦
と
な
る
誤
っ
た
選
定
を
な
す
邪
曲
な
病
め
る
意
志
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
意
志
を
本
來
的
存
在
へ
と

更
新
救
祝
す
る
も
の
は
眞
理
自
騰
の
人
闘
の
現
存
在
へ
の
降
下
に
示
さ
れ
る
紳
の
愛
で
あ
る
。
こ
の
紳
の
愛
の
人
間
の
現
存
在
へ
の
注
入

は
、
同
時
に
紳
へ
の
愛
を
惹
起
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
紳
の
愛
は
紳
へ
の
愛
を
生
起
さ
せ
る
と
い
う
仕
方
で
與
え
ら
れ
る
。
そ

し
て
こ
の
紳
の
愛
に
答
え
る
愛
こ
そ
愛
の
動
向
暴
風
で
あ
り
、
そ
れ
に
基
く
理
性
の
働
き
は
同
意
を
も
つ
て
思
惟
す
る
信
仰
に
他
な
ら
な

（
4
）

い
。
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
か
か
る
儒
仰
の
立
場
に
立
ち
つ
つ
暮
冬
自
騰
を
往
根
的
に
問
う
理
性
の
立
場
を
生
か
し
、
蕊
理
の
照
閣
に
答
え

つ
つ
問
い
、
闇
い
つ
つ
眞
理
自
髄
な
る
紳
の
擬
照
を
享
受
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
鼠
’
ω
o
｝
毎
｝
㊦
お
。
や
9
艸
．
ω
’
一
も
。
O

（
2
）
》
●
2
謎
器
P
》
σ
Q
磐
①
餌
昆
⇔
8
④
も
．
疇
①
簿

　
　
　
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
お
け
る
理
性
と
僧
仰
の
問
題

二
五
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哲
同
墨
・
醗
究
　
　
第
四
百
七
十
ご
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

　
（
3
）
　
8
．
b
d
鑑
唇
糞
轟
び
ざ
。
や
9
酔
●
》
O
爬
．

　
（
婆
）
　
U
①
箕
①
鎚
。
ω
銘
轟
餓
§
o
鑓
昌
0
8
聖
遷
。
．
鱒
戸
U
こ
の
書
は
最
も
晩
年
に
近
い
も
の
で
あ
る
が
信
仰
を
。
漏
出
霧
ω
Φ
⇔
⇔
o
器
8
ひ
q
冨
屈
。
と
定
義

　
　
し
て
い
る
瓢
で
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
信
仰
を
最
も
良
く
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
思
惟
の
二
重
性
が
分
離
し
難
く
融
合
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
來
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と

は
、
就
中
、
新
プ
ラ
ト
ン
即
言
の
人
達
に
た
い
す
る
初
期
の
彼
の
態
度
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
プ
ラ
ト
ン
主
義
者
と
キ
リ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ト
信
徒
と
の
相
異
は
コ
一
一
工
の
言
葉
と
思
想
」
に
過
ぎ
な
い
と
彼
は
考
え
て
い
た
。
だ
が
こ
の
僅
か
な
差
異
こ
そ
、
彼
を
し
て
、
理
性
の

立
場
か
ら
信
仰
の
立
場
へ
と
轄
換
さ
せ
る
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
王
）
　
U
Φ
〈
o
類
お
賦
σ
q
●
p
轡
戸
①

　
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
、
ギ
リ
シ
ャ
教
父
蓮
と
同
じ
く
、
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
を
紳
の
書
の
魚
肉
に
お
い
て
い
る
。
帥
の
雪
が
肉
膿
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
工
）

る
と
は
紳
の
叡
知
自
答
が
人
間
の
本
性
（
ロ
簿
¢
目
論
）
を
囁
塾
す
る
こ
と
（
ω
二
ω
o
愚
興
の
）
で
あ
る
。
。
。
鐸
ω
o
弼
①
お
と
は
語
源
的
に
。
・
鐸
あ
÷
o
鶯
℃
Φ
器

（
下
に
取
る
）
で
あ
る
。
紳
の
雷
の
受
肉
は
時
閣
的
に
可
攣
的
で
あ
る
魂
と
い
う
入
闘
の
本
性
を
瀟
指
す
る
と
い
う
存
七
二
的
書
表
で
あ

る
。
人
間
存
在
の
時
間
的
可
攣
性
を
紳
が
撮
撫
す
る
こ
と
が
、
「
紳
の
掘
理
の
時
間
的
配
剤
」
（
瓢
♂
℃
Φ
義
倉
。
口
0
8
ヨ
唱
。
鑓
げ
一
一
冨
黛
く
法
器

嘆
。
〈
箆
Φ
簿
貯
Φ
）
で
あ
り
、
人
類
に
救
濟
を
輿
え
る
キ
リ
ス
ト
教
の
主
眼
黙
（
8
℃
臼
）
で
あ
る
。
ま
た
紳
的
配
湖
は
意
志
の
「
浄
化
の
務

め
」
（
℃
霞
σ
q
簿
ざ
巳
ω
◎
由
。
貯
ヨ
）
で
あ
り
、
こ
の
徴
的
な
る
も
の
へ
の
愛
に
囚
わ
れ
、
永
遠
的
な
る
も
の
へ
の
愛
を
喪
失
し
て
い
る
病
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

る
魂
を
癒
す
「
時
間
的
馨
藥
」
（
滞
旨
℃
o
窮
ぴ
濠
ω
筥
。
儀
一
9
墨
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
紳
の
叡
知
の
充
盗
で
あ
る
尊
人
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
代
表
的
箇
焼
と
し
て
　
U
Φ
く
Φ
欝
器
罵
σ
q
噂
ρ
一
◎
鐸
q
。
O

　
（
2
）
蓋
斜
ρ
メ
轡
圃
し
。

　
（
3
）
薫
9
。
あ
も
。
”
鋒
a

　
か
か
る
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
と
プ
ラ
ト
ン
の
教
え
と
を
比
較
す
る
と
、
爾
者
の
差
異
は
僅
か
で
あ
る
と
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
解
し
た
。

す
な
わ
ち
紳
の
観
照
と
浄
幅
の
生
を
目
差
す
プ
ラ
ト
ン
の
藪
下
は
キ
リ
ス
ト
教
の
そ
れ
と
内
容
的
に
は
岡
じ
で
あ
り
、
唯
異
る
の
は
そ
こ
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に
至
る
道
だ
け
で
あ
る
。
プ
ラ
ト
ン
派
の
書
中
に
御
書
の
馬
肉
を
吊
出
さ
な
か
っ
た
と
『
告
白
』
で
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
プ
ラ
ト
ン

派
に
敏
け
て
い
る
も
の
は
神
の
雷
の
受
肉
で
あ
る
。
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
よ
る
と
紳
の
書
の
受
肉
と
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
教
え
を
理
解
力
の

な
い
人
達
に
説
得
す
る
者
、
母
人
キ
リ
ス
ト
の
出
現
で
あ
る
。
悪
人
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
叡
知
の
充
溢
に
よ
る
説
得
力
こ
そ
灌
威
に
態
な

ら
な
い
。
紳
の
観
照
と
浮
管
の
生
と
を
「
人
々
に
設
得
す
る
こ
と
を
敢
て
し
な
か
っ
た
」
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
學
者
達
に
は
こ
の
説
得
力
が
鮫

　
　
　
　
　
　
　
（
エ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：

け
て
い
た
と
彼
は
書
う
。
そ
れ
ゆ
え
権
威
と
は
、
カ
ム
ラ
…
の
措
食
す
る
ご
と
く
、
説
得
力
（
d
び
巽
N
窪
α
q
諺
σ
q
。
。
騨
⇔
ε
で
あ
る
。
ア
ウ
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ス
チ
ヌ
ス
は
権
威
と
い
う
こ
と
で
様
々
な
意
味
内
容
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
　
『
蕊
正
宗
教
論
』
で
権
威
を
設
得
力
と
し
て
規
定
し

て
い
る
考
え
が
最
も
包
括
的
で
あ
る
。
何
故
な
ら
説
得
力
あ
っ
て
こ
そ
権
威
は
信
仰
を
要
請
す
る
こ
と
が
出
詣
る
の
で
あ
る
か
ら
。

　
（
1
）
　
σ
Φ
〈
o
雷
器
躍
σ
q
。
ρ
匂
。
9
鐸
Q
。
I
o
い
府
鐸
①

　
（
2
）
　
≦
．
猟
鋤
ヨ
賦
貫
Ω
寝
翼
2
貯
ヨ
¢
資
一
〇
Φ
ω
o
｝
昌
9
餓
。
窪
（
Φ
搾
ω
．
悼
欝

　
（
3
）
　
U
①
ヨ
。
臣
）
霧
㊦
o
o
ピ
。
簿
ダ
。
・
Q
。
》
P
誌
で
は
暴
威
を
聖
叢
の
雷
句
、
人
間
を
紳
に
向
け
、
保
ち
、
離
さ
な
い
紳
の
愛
を
示
す
俗
句
に
羅
い

　
　
て
い
る
。
ま
た
U
㊦
艮
醗
δ
8
0
器
餌
①
黛
剛
一
で
は
キ
リ
ス
ト
の
奇
蹟
、
儒
徒
の
謹
雷
（
鈍
な
。
劇
）
カ
ト
リ
ッ
ク
教
會
の
傳
統
的
古
き
（
く
。
艮
髪
霧
）
（
鐸

　
　
Q
。
一
）
に
擢
滅
の
意
味
内
容
を
置
い
て
い
る
。

　
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
が
新
プ
ラ
ト
ン
學
派
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
間
に
認
め
た
僅
か
な
差
異
こ
そ
彼
が
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
と
し
て
把
握

し
、
積
極
的
に
主
張
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
暫
學
者
逡
は
翠
に
紳
の
観
照
と
浮
福
の
生
の
國
を
見
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
こ
に

至
る
道
を
知
ら
な
い
で
い
る
、
と
屡
々
語
り
、
か
つ
紳
の
観
照
を
あ
た
か
も
自
己
の
力
で
な
し
て
い
る
か
の
ご
と
く
考
え
る
哲
達
者
蓮
の

傲
慢
と
思
想
の
混
鼠
に
た
い
し
、
次
第
に
烈
し
い
批
難
と
攻
撃
を
加
え
て
行
く
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
健
全
な
儒
仰
の
立
場
の
優
位
を
確

立
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
理
性
と
信
仰
と
の
い
つ
れ
に
優
位
が
あ
る
か
と
い
う
時
間
的
秩
序
（
o
鼠
○
富
ヨ
も
o
H
貯
）
に
基
く
優
位

性
の
問
題
に
導
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
優
位
性
の
問
題
の
根
底
に
は
人
間
の
現
存
在
の
時
間
的
可
攣
性
と
そ
れ
に
基
く
悪
の
可

能
性
と
を
常
に
秘
め
て
い
る
こ
と
を
留
意
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
次
の
ご
と
く
書
っ
て
い
る
、
　
「
だ
が
我
我
は
時
間
的

な
も
の
の
内
に
陥
り
、
そ
し
て
時
間
的
な
る
も
の
に
た
い
す
る
愛
に
よ
っ
て
永
遠
的
な
る
も
の
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
る
故
に
、
知
る
こ
と

　
　
　
　
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
お
け
る
理
性
と
儒
仰
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
七



　
　
　
　
　
　
哲
學
研
究
　
第
四
百
七
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
八

鵬　
　
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
信
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
救
濟
へ
と
招
く
あ
る
時
間
的
馨
藥
は
、
そ
の
本
挫
と
〔
内
争
的
〕
卓
越
性
の
秩
序
に
お
い

　
　
て
で
は
な
く
、
そ
の
時
間
的
秩
序
に
お
い
て
〔
理
牲
認
識
に
〕
先
ん
じ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
人
が
倒
れ
た
ま
さ
に
そ
の
場
所
を
こ
そ
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
の
人
は
、
立
ち
上
る
た
め
に
、
頼
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
。

　
　
　
（
1
）
　
O
o
〈
①
鑓
話
麟
σ
q
．
o
●
潔
”
鼻
膳
U
甲
。
嵐
●
O
o
o
鼠
ぼ
ρ
目
。
．
Φ
”
戸
ま
”
8
Φ
雲
霞
。
器
拶
琴
δ
藁
餌
馬
。
”
話
飴
郎
8
ヨ
窮
極
。
箕
ご
円
①
㏄
ρ

W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
お
け
る
理
性
と
僑
仰
と
の
優
位
性
の
問
題
に
つ
い
て
多
く
の
研
究
が
行
わ
れ
て
來
て
い
る
。
睡
心
の
問
題
ほ
ど
に

は
論
璽
が
行
わ
れ
て
い
な
い
に
し
て
も
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
思
惟
の
根
幹
に
關
わ
る
問
題
で
あ
る
故
に
、
多
く
の
側
藺
か
ら
研
究
を
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
我
我
は
、
先
づ
、
理
性
と
信
仰
と
の
優
位
牲
に
つ
い
て
最
も
簡
潔
明
瞭
に
示
し
て
い
る
文
章
を
引
用
し
、
二
三
の
特
徴
瓢

を
指
摘
し
、
優
位
性
に
關
す
る
問
題
を
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
（
1
）
　
理
性
と
儒
仰
と
に
署
す
る
優
位
性
の
問
題
に
処
す
る
論
争
の
歴
史
に
つ
い
て
こ
こ
で
遽
べ
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
我
が
國
に
お
い
て
も
こ

　
　
の
こ
と
に
聾
し
て
優
れ
た
研
究
、
吉
満
義
彦
氏
の
『
黎
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
お
け
る
馬
瀬
と
儒
仰
』
（
『
中
世
一
驚
史
研
究
』
所
掲
論
文
）
及
び
最
近

　
　
手
に
し
た
長
澤
儒
簿
氏
『
ア
ウ
グ
ス
チ
イ
ー
ヌ
ス
哲
學
の
研
究
』
の
第
五
章
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。

　
『
心
寄
宗
教
論
』
第
二
十
四
章
四
十
五
節
で
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
、
　
「
紳
の
掘
理
と
雷
い
表
し
難
い
慈
愛
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
魂

の
満
管
そ
の
も
の
も
、
段
贈
的
か
つ
労
素
的
に
（
σ
q
窮
駐
輪
ヨ
黛
。
。
鋤
づ
。
富
ぬ
器
）
、
最
も
美
し
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
夢
心
（
窪
9
0
簿
霧
）

と
理
性
（
鑓
臨
。
）
と
に
配
分
さ
れ
る
。
橿
威
は
信
仰
（
塗
扇
）
を
要
請
し
、
そ
し
て
人
間
を
理
性
に
ま
で
準
備
す
る
（
】
）
碁
①
℃
畦
舞
。
）
。

理
性
は
人
間
を
知
牲
（
圃
導
亀
①
o
貯
㏄
）
と
認
識
（
o
o
α
q
巳
瓢
◎
）
と
に
導
く
の
で
あ
る
」
と
書
っ
て
い
る
。

　
1
　
ま
ず
「
段
階
的
、
労
明
的
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
段
階
的
と
い
う
の
は
「
時
間
的
な
る
も
の
か
ら
永
遠
的
な
る
も
の
に
登
る
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

仰
の
段
階
」
（
σ
森
養
山
¢
ω
段
①
詑
O
§
⇔
8
ヨ
℃
o
謎
霧
蕊
巴
器
8
旨
9
8
霧
8
鼠
功
銭
）
を
経
て
理
性
認
識
に
至
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

「
信
仰
は
知
解
の
段
駿
で
あ
る
」
「
信
仰
は
義
心
の
段
階
で
あ
み
」
等
の
ご
と
く
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
「
段
階
」
（
σ
q
鴬
語
ω
）
と
い
う
書
葉

を
信
仰
に
結
び
つ
け
て
多
く
用
い
て
い
る
。
分
明
的
と
い
う
の
は
時
間
的
な
る
も
の
か
ら
永
遠
的
な
る
も
の
に
至
る
段
階
に
「
遜
別
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

（餌

p
ぎ
a
o
）
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
初
期
の
著
作
『
秩
序
論
』
で
「
理
性
の
道
」
（
〈
蜀
旨
齢
博
9
蔚
）
と
「
権
威
の
道
」
（
三
鈴
鎧
。
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

δ
藁
⇔
瀞
）
の
蔑
携
が
な
さ
れ
、
鋳
者
は
哲
車
馬
思
索
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
極
め
て
少
数
の
者
し
か
自
由
に
し
な
い
故
に
、
後
者
の
秘

義
な
る
も
の
の
轟
轟
の
段
階
…
を
経
る
こ
と
が
漿
め
ら
れ
て
い
る
。
從
っ
て
段
船
倉
分
明
的
と
い
う
の
は
儒
仰
と
理
挫
と
の
斑
別
と
儒
仰
か

ら
理
性
へ
の
段
階
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
U
ゆ
く
①
猿
蒜
翻
σ
q
’
p
ま
v
野
劇
刈

　
（
2
）
Q
。
禽
導
P
這
①
類
し

　
（
3
）
　
ぎ
冒
げ
・
膨
く
碧
σ
q
縛
讐
×
×
囲
×
謬
・
①

　
（
喚
）
　
○
⑦
o
益
」
目
’
p
斜
多
δ

　
（
5
）
臨
み
H
H
。
蘇
L
”
』
貸
｛
囲
6
．
い
も
．
δ

107

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
エ
）

　
2
　
次
に
王
威
は
信
仰
を
要
請
す
る
と
い
う
小
葉
の
意
味
。
灌
威
バ
窪
0
8
簿
器
）
と
い
う
雷
葉
に
は
、
レ
ー
ビ
ッ
ト
の
指
摘
す
る
ご
と

く
、
決
定
的
法
廷
（
露
⇔
ゆ
α
q
Φ
ぴ
①
亀
①
謬
。
。
隷
農
）
と
い
う
意
味
と
、
確
謹
の
由
來
を
な
す
創
始
者
（
d
昏
①
げ
霞
ω
o
冨
ε
と
い
う
意
味
と
の

二
義
が
あ
る
。
驚
風
（
き
0
8
蜂
器
）
と
は
語
源
的
に
効
¢
0
8
巴
た
る
こ
と
と
払
え
、
権
威
を
説
得
力
と
す
る
考
え
に
心
え
ば
、
権
威
は
信

仰
を
読
得
し
要
請
し
つ
つ
儒
仰
を
劇
始
せ
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
決
定
的
な
る
も
の
と
し
て
紳
的
説
得
力
で
あ
る
。
か
か
る
灌
威
に

諭
さ
れ
て
始
め
て
信
仰
は
生
起
す
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
が
信
仰
を
「
同
意
を
も
つ
て
思
惟
す
る
」
ま
た
「
同
意
な
し

　
　
　
　
　
（
2
）

に
は
信
仰
も
な
い
」
と
い
う
時
、
食
下
の
受
動
的
態
度
を
軍
に
止
揚
さ
る
べ
き
低
次
の
段
階
と
し
て
解
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
か
か
る

信
仰
の
受
動
性
こ
そ
彼
の
高
く
評
煩
す
る
謙
虚
な
る
理
性
、
紳
の
書
に
聴
從
す
る
理
性
の
態
度
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
儒
仰
と
は
灌
威
の
渤

告
と
説
得
に
從
っ
て
岡
意
を
も
つ
て
思
惟
す
る
謙
虚
な
る
理
性
に
他
な
ら
な
い
と
言
え
よ
う
。
か
か
る
信
仰
の
認
識
の
野
象
は
紳
的
叡
知

　
　
　
　
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
お
け
る
理
性
と
儒
仰
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
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哲
學
研
究
　
第
四
冨
七
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

の
受
肉
ー
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
紳
的
叡
知
の
椿
姫
の
も
と
で
肉
を
ま
と
っ
た
紳
性
の
謙
慮
を
考
え
て
い
る
一
で
あ
り
、
受
肉
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

る
貫
理
に
養
は
れ
て
理
性
は
そ
の
本
身
の
姿
に
ま
で
更
新
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
か
か
る
理
性
の
本
締
の
姿
に
ま
で
蹄
還
す
べ
く
呼

び
か
け
、
理
性
を
し
て
信
仰
に
も
と
づ
き
受
肉
の
巌
理
へ
と
鋤
介
し
設
得
す
る
も
の
こ
そ
権
威
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
「
理
性
は
誰
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

信
ず
べ
き
か
を
考
察
す
る
時
、
権
威
を
全
く
捨
て
て
い
る
の
で
は
な
い
」
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
開
ピ
α
≦
綜
ダ
≦
駐
も
。
o
ジ
○
貯
環
ぴ
①
切
ζ
雛
鳥
O
Q
搾
。
陽
置
¢
鵠

　
（
2
）
団
8
ダ
ρ
8
鐸
8

　
（
3
）
　
O
o
無
●
＜
巖
ρ
一
。
。
”
ρ
潔

　
（
4
）
　
U
o
＜
①
鑓
村
⑦
嬬
α
q
●
ρ
駅
”
鐸
a
W
O
⑦
嵩
σ
．
①
笹
．
畷
H
o
●
一
〇
》
戸
8

　
3
　
権
威
は
理
牲
に
ま
で
準
備
す
る
。
す
な
わ
ち
権
威
信
仰
は
理
性
認
識
に
至
る
準
備
段
階
で
あ
る
。
こ
の
思
想
は
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス

の
最
も
中
心
的
な
る
考
え
で
あ
っ
て
疑
う
縫
地
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
　
「
汝
ら
信
ぜ
ざ
れ
ば
、
知
解
す
る
を
得
ず
」
と
い
う
イ
ザ
ヤ
書
七

章
九
節
の
七
十
人
繹
か
ら
の
ラ
テ
ン
事
跡
を
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
引
用
し
「
汝
、
知
解
せ
ん
た
め
に
、
儒
ぜ
よ
」
（
o
器
α
ρ
⊆
江
重
藤
薗
器
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

と
い
う
纏
め
を
屡
々
繰
返
し
て
述
べ
て
い
る
。
信
仰
が
理
性
認
識
に
至
る
準
備
段
階
で
あ
る
と
い
う
意
味
は
、
信
仰
が
理
性
認
識
－
一
そ

の
究
極
は
紳
の
観
照
、
兇
紳
で
あ
る
一
に
至
る
た
め
の
必
然
的
前
提
で
あ
る
心
の
清
め
を
行
う
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
心
の
清
く
な

い
者
は
紳
を
見
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
と
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
解
し
た
。
そ
し
て
信
仰
に
よ
っ
て
清
め
ら
れ
た
理
性
は
知
性
に
よ
る

紳
の
観
照
と
浮
編
の
生
に
、
現
在
は
不
可
能
で
あ
っ
て
も
、
究
極
に
お
い
て
は
愛
す
る
と
彼
は
解
し
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
例
え
ば
U
o
獄
び
●
鍵
び
．
畷
。
・
ド
鐸
①
い
回
p
｝
o
ダ
Φ
奉
切
σ
q
唖
＃
．
×
銀
目
×
づ
．
①
い
ω
費
ヨ
P
嵩
。
。
P
ご
這
①
o
．
ご
鼠
O
o
■
①

　
以
上
の
考
察
に
お
い
て
閣
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
藁
葺
は
理
性
認
識
に
至
る
準
備
段
階
で
あ
り
、
　
「
汝
、
知
解
せ
ん
た
め
に
儒
ぜ
よ
」

と
い
う
命
題
は
墨
壷
の
優
位
性
を
端
的
に
蓑
す
根
本
命
題
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
「
知
解
せ
ん
た

め
に
信
ぜ
よ
」
と
い
う
命
題
と
、
丁
度
、
方
向
の
反
醤
で
あ
る
逆
命
題
「
僑
ぜ
ん
が
た
め
に
知
解
せ
よ
」
（
H
艮
巴
齢
や
暮
臼
鼠
霧
）
と
い



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

う
命
題
を
提
出
し
、
逆
も
ま
た
旗
な
り
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
逆
命
題
「
信
ぜ
ん
た
め
に
知
解
せ
よ
」
は
、
所
謂
信
仰
の
可
信
性
を
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

味
し
、
信
柳
の
不
可
避
的
必
然
性
を
理
性
が
認
識
し
な
け
れ
ば
信
稗
自
髄
も
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
信
仰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
船

の
可
適
性
を
認
識
す
る
理
性
は
、
た
と
え
ど
ん
な
に
小
さ
く
て
も
理
性
で
あ
り
、
信
仰
に
先
行
し
て
い
る
と
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
述
べ
て

い
る
。

　
（
1
）
　
ω
禽
ヨ
。
》
腐
p
評
鄭
・
り

　
（
2
）
U
。
嘆
器
号
ω
』
碧
。
肯
。
G
“
。
ヨ
●
伽

　
（
3
）
　
国
嘗
馨
。
貯
”
嵩
O
⇔
偶
O
o
霧
①
”
博
ご
欝
ρ
ポ
鐸
G
。

iO9

　
右
に
あ
げ
た
二
つ
の
命
題
を
め
ぐ
っ
て
理
性
と
信
仰
と
の
い
つ
れ
に
優
位
が
あ
る
か
と
い
う
問
題
が
惹
起
さ
れ
、
　
『
三
位
一
挙
論
』
第

十
二
巻
で
解
明
さ
れ
て
い
る
知
識
（
ω
O
け
①
⇒
鉱
曽
）
と
知
慧
（
器
覧
①
韓
鑓
）
の
蔑
劉
を
援
用
し
、
信
仰
の
尊
信
性
を
認
識
す
る
い
は
ば
小
さ
い

理
性
を
自
然
的
理
性
と
し
、
僧
仰
を
経
て
蓮
せ
ら
れ
る
知
性
を
超
自
然
整
理
魅
と
し
て
、
理
性
i
信
仰
一
知
性
の
三
段
階
的
魚
燈
が
定
設

　
　
　
　
（
1
）

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
三
段
階
的
圓
式
で
は
理
性
と
信
仰
の
問
題
が
解
明
し
融
く
さ
れ
な
い
黙
を
見
出
し
、
信
仰
の
可
・
信
性
の

認
識
を
行
う
自
然
的
理
性
に
も
信
仰
が
俘
っ
て
い
る
故
に
、
か
か
る
理
性
に
憩
う
儒
仰
を
印
自
的
信
仰
と
し
、
知
性
を
媒
介
と
し
た
封
自

態
か
ら
進
展
し
て
、
即
自
上
封
自
的
信
仰
へ
と
辮
謹
法
的
に
蓮
動
ず
る
圖
式
、
す
な
わ
ち
信
仰
－
知
性
i
信
仰
の
三
段
階
を
見
出
し
、
そ

し
て
こ
の
圏
式
を
理
性
一
信
仰
…
知
性
の
圓
式
と
否
定
媒
介
的
に
、
理
性
と
信
仰
を
三
段
階
の
番
段
階
ご
と
に
媒
介
相
即
さ
せ
て
、
さ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

に
理
性
か
ら
儒
仰
、
信
仰
か
ら
知
性
へ
の
蓮
動
を
「
非
連
績
の
連
績
」
と
し
て
解
す
る
見
解
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　
（
1
）
　
ζ
匿
O
醜
接
写
餌
鋒
ジ
》
餌
饗
慾
帥
ぢ
も
。
い
Φ
ぴ
器
く
o
p
O
ド
¢
ぴ
。
μ
煽
郎
（
一
ノ
5
。
。
。
・
①
昌
¢
轟
自
陣
ξ
瞭
鐸
津
一
。
・
な
。
き
胤
（
㌶
ω
ヨ
鐸
鉱
巴
欝
円
ぽ
｝
掃
O
§
｝
（
窪
（
○
養
ぴ
・

　
　
難
§
亭
驚
鋤
蕊
ぴ
嘩
δ
7
》
蕉
H
Φ
劉
蕊
》
郎
α
Q
奮
肯
ぎ
蕊
）
ω
。
㊤
O
い

　
（
2
）
　
長
澤
儒
壽
著
『
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
…
ヌ
ス
哲
學
の
研
究
』
二
一
九
…
二
四
八
頁
。
こ
の
勝
れ
た
論
考
も
援
心
し
て
い
る
「
絶
封
矛
盾
的
自
己
岡
一
」

　
　
と
い
う
概
念
が
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
要
零
す
る
か
ど
う
か
は
検
討
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
著
者
の
前
提
と
し
て
い
る
信
仰
と
理
性
の
二
律
背
反

　
　
的
考
え
方
、
し
た
が
っ
て
繕
封
矛
盾
的
と
い
う
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
お
け
る
理
性
と
儒
仰
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二



lle

　
　
　
　
哲
學
蕨
究
　
第
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菅
七
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

　
理
性
と
信
仰
と
の
優
位
性
に
養
し
て
既
に
定
説
と
な
っ
て
い
る
三
段
階
読
が
果
し
て
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
思
想
に
妥
催
す
る
か
ど
う
か

は
問
題
で
あ
る
。
次
の
諸
黙
に
つ
い
て
撹
判
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
1
　
ま
ず
「
信
ぜ
ん
が
た
め
に
知
解
せ
よ
」
と
い
う
逆
命
題
の
位
置
で
あ
る
。
こ
の
命
題
は
「
知
解
せ
ん
た
め
に
信
ぜ
よ
〕
と
い
う
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

本
命
題
よ
り
も
少
数
で
あ
り
、
か
つ
根
本
命
題
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
の
位
置
は
「
知
解
せ
ん
た
め
に
信
ぜ
よ
、

儒
ぜ
ん
が
た
め
に
知
解
せ
よ
」
と
あ
る
ご
と
く
、
根
本
命
題
に
後
置
さ
れ
て
い
て
、
根
本
命
題
の
補
鰯
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
ド
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ヴ
ル
フ
の
指
摘
す
る
ご
と
く
、
根
本
命
題
の
補
語
（
o
o
筥
覧
Φ
臼
Φ
導
）
で
あ
る
と
言
い
得
る
。

　
（
三
）
　
困
p
｝
o
ダ
混
く
⇔
嵩
σ
q
．
↓
お
×
区
回
×
昌
齢
①
…
国
裡
σ
q
o
⇔
o
甥
ゆ
¢
p
。
醇
霞
Φ
凶
黛
Φ
繍
。
σ
q
①
屋
二
段
。
鮎
霧
》
の
Φ
島
。
お
飢
。
郎
け
ぎ
δ
質
Φ
㈹
霧
．

　
（
2
）
罫
瓢
①
芝
餌
鮮
頸
ω
§
団
。
｛
一
琴
蝕
器
く
鶏
℃
議
8
。
喜
ざ
く
9
囲
や
。
。
も
。

　
2
　
次
に
「
信
ぜ
ん
が
た
め
に
知
解
せ
よ
」
と
い
う
逆
命
題
の
働
き
で
あ
る
。
こ
の
命
題
に
お
け
る
知
解
の
働
き
を
行
う
の
は
信
仰
に

先
行
す
る
と
書
わ
れ
る
所
謂
小
さ
い
理
性
で
あ
っ
て
、
先
行
す
る
と
は
い
え
、
信
仰
に
包
掘
さ
れ
て
い
る
理
性
で
あ
る
。
こ
の
理
姓
は
儒

仰
の
可
信
実
を
認
識
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
啓
示
内
容
を
受
け
取
る
信
仰
の
主
謄
的
颪
の
省
察
、
從
っ
て
「
そ
れ
に
よ
っ
て
信
じ
る
信
仰
」

　
　
　
　
　
　
（
1
）

（
ま
⑳
ω
ぬ
羅
臼
Φ
象
酔
）
と
い
う
信
仰
自
象
の
必
然
的
存
在
構
造
を
自
己
省
察
的
に
認
識
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
主
騰
的
自
己
省
察
、

内
省
分
析
こ
そ
最
も
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
思
想
の
特
質
で
あ
る
。
か
か
る
「
先
行
す
る
省
察
に
基
く
啓
示
の
受
容
」
こ
そ
、
ル
タ
ー
學
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

レ
ー
ベ
ニ
ッ
ヒ
を
し
て
最
も
顯
著
に
し
て
特
色
あ
る
も
の
と
し
て
驚
嘆
せ
し
め
て
い
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
　
「
信
ぜ
ん
が
た
め
に
知
解

せ
よ
」
と
い
う
命
題
は
（
從
っ
て
、
「
知
解
せ
ん
た
め
に
儒
ぜ
よ
」
と
い
う
根
本
命
題
自
騰
を
認
識
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
優
位
性

は
時
閥
的
で
は
な
く
し
て
論
理
的
に
先
行
す
る
と
言
え
よ
う
。

　
（
1
）
　
騨
p
ぎ
℃
墨
轡
＝
◎
。
。
り
2
㍊
。
。
”
溺
●
。
。
“
旨
旨
①
降
帯
磁
笥
（
剛
①
ρ
二
簿
。
婦
Φ
象
計
6
α
節
づ
葺
題
目
露
貯
器
瓢
一
α
q
暮
鋤
ヨ
℃
雛
。
鑓
．

　
（
2
）
　
名
．
く
。
旨
い
8
≦
o
或
。
骨
董
窪
。
。
9
§
給
ぎ
厳
託
O
｛
環
辺
。
・
o
ぎ
ぴ
①
剛
》
¢
顧
蕊
鋤
ρ
o
っ
●
窓
ご
”
韻
α
o
騨
一
毫
①
井
≦
貯
（
謝
α
q
¢
”
儀
ぴ
α
o
騨
酢
削
り
o
N
①
凱
白
Φ
郎
飢
”

　
　
○
講
Φ
⇔
び
讃
信
づ
σ
q
器
糞
娼
数
づ
σ
q
⇔
戸
眺
○
聴
園
内
畠
く
◎
臨
μ
Φ
村
α
q
①
ゲ
。
鄭
儀
①
噌
踏
。
恥
①
圏
。
郎
一
、
、
レ
…
ペ
ニ
ッ
ヒ
は
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
曇
霞
の
方
法
論
的
根
幹
を
な
す

　
　
も
の
と
し
て
リ
ン
ク
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
た
「
人
聞
學
的
問
題
設
定
」
を
あ
げ
て
い
る
。
（
ω
．
匂
。
怒
っ
．
芝
、
ピ
ぎ
r
O
霧
菊
ぎ
鞭
㊦
⇔
冒
¢
星
置
ω
¢
き
象
o



lll

　
　
閃
器
浮
①
搾
鼠
舞
8
冨
。
δ
α
Q
δ
く
。
”
山
曾
勺
窪
囲
。
ω
8
繍
o
G
o
●
㌶
挿
）

　
3
　
「
信
ぜ
ん
が
た
め
に
知
解
せ
よ
」
と
い
う
命
題
が
信
仰
の
主
騰
的
側
面
の
認
識
で
あ
る
と
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
命
題
が
鉗

移
譲
に
向
け
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
際
根
本
命
題
と
こ
の
補
則
命
題
の
位
麗
が
逆
煩
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
私
の
雷
葉
は
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ぜ
ん
た
め
に
知
解
せ
よ
、
紳
の
書
は
知
解
せ
ん
た
め
に
信
ぜ
よ
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
補
則
命
題
と
根
本
命
題
と
の
關
係
が
、
　
『
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

位
一
楽
論
』
第
十
二
轡
に
あ
る
知
識
（
◎
ゆ
O
岡
Φ
P
詳
ゆ
）
と
知
慧
（
終
営
①
簿
宣
）
と
の
薩
鋼
…
の
滴
｝
用
に
よ
っ
て
、
補
則
命
題
か
ら
根
本
命
題
へ

と
、
從
っ
て
知
識
か
ら
知
慧
へ
と
蛮
展
的
に
把
握
さ
れ
、
更
に
知
識
に
は
自
然
的
理
性
が
属
し
、
知
慧
に
は
超
自
然
的
知
性
が
題
す
る
も

の
と
し
、
理
性
一
信
仰
一
知
惟
の
三
段
階
的
圖
式
に
お
い
て
説
明
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
知
識
と
知
慧
の
運
甥
の
適
用
は
一
磨
考
え
ら
れ
う

る
こ
と
で
あ
る
が
、
　
『
三
位
一
膿
論
』
の
組
織
的
縫
成
に
お
け
る
知
識
と
知
慧
の
簸
洌
の
意
義
を
考
慮
す
る
時
、
こ
の
罵
倒
の
援
用
に
は

問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
精
神
に
お
け
る
認
識
の
三
位
一
膿
的
紳
の
像
は
、
そ
の
認
識
の
封
象
と
し
て
、
外
界
の
事
物
（
ま
た
そ
の
記

憶
的
部
の
諸
表
象
）
と
紳
及
び
叡
知
的
諸
理
念
と
に
向
う
。
こ
の
二
つ
の
認
識
の
封
象
に
た
い
す
る
精
選
の
上
。
下
の
働
き
に
よ
っ
て
知

識
と
知
慧
の
優
麗
が
立
て
ら
れ
る
。
し
か
る
に
今
問
題
と
す
べ
き
補
則
命
題
の
封
象
は
「
私
の
言
葉
」
と
い
う
読
教
内
容
で
あ
る
。
こ
こ

で
事
柄
自
騰
と
し
て
は
信
仰
が
問
題
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
　
『
三
位
一
畳
論
』
第
十
二
巻
の
知
識
と
知
解
の
臨
甥
よ
り
も
む
し
ろ
第
十
三
巷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
知
識
と
知
慧
と
の
積
極
的
關
係
に
も
と
ず
く
信
仰
の
三
位
一
巡
的
認
識
購
造
に
藩
目
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
信
仰
封
象
で
あ
る
歴

史
的
啓
示
は
時
間
的
な
る
も
の
に
か
か
わ
る
限
り
知
識
に
属
す
る
の
で
あ
る
が
、
啓
示
知
識
は
時
問
の
う
ち
に
限
定
さ
れ
た
永
遠
的
知
慧

で
あ
っ
て
、
し
か
も
啓
示
知
識
は
書
評
に
至
る
特
殊
的
直
観
形
式
を
も
つ
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
お
い
て
知
識
と

知
慧
（
乃
至
は
行
雲
と
観
照
）
は
一
慮
の
颪
別
は
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
自
然
と
超
自
然
と
い
う
風
に
排
他
的
な
分
離
は
本
來
な
く
、
特

に
信
仰
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
際
に
は
か
か
る
分
離
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
ご
命
題
の
關
係
を
理
性
－
信
仰
－
知
性
の
三
段
階
的

圏
式
に
登
展
的
に
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
（
1
）
　
ω
韓
ヨ
ρ
食
。
●
メ
p
曽
H
馨
。
一
藷
Φ
勘
暮
臼
。
録
ρ
く
賃
9
白
塗
2
憂
い
臼
＆
ρ
暮
一
驚
Φ
濠
α
q
鋤
ρ
〈
臼
自
転
U
①
陣
・

　
　
　
　
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
お
け
る
理
性
と
信
仰
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
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三
四

（
2
）
　
⇔
0
8
凱
嵐
熱
型
P
×
霞
◎
’
趨
》
嵩
．
醤
「
二
戸
的
事
物
の
知
性
的
認
識
が
知
慧
に
厨
し
、
時
間
的
事
物
の
懐
盤
的
認
識
が
知
識
に
旧
す
る
と
い
う

　
こ
と
が
知
慧
と
知
識
と
の
正
し
い
鼠
別
で
あ
る
…
…
」

（
3
）
　
償
金
の
三
位
一
髄
的
認
識
構
邉
と
は
、
知
慧
を
内
魁
し
て
い
る
知
識
で
あ
る
と
こ
ろ
の
聖
書
の
謹
言
を
認
識
の
封
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

　
信
仰
封
象
の
記
憶
。
知
性
。
意
志
の
三
鷹
構
造
で
あ
る
Q
O
の
8
訟
鉱
●
×
困
麟
ρ
博
9
峯
・
ゆ
O
参
照
Q

　
4
　
二
つ
の
命
題
の
正
し
い
閣
係
は
三
段
階
読
に
あ
る
の
で
は
な
く
二
命
題
の
網
互
要
請
關
係
に
あ
る
。
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
詩
篇
一

一
八
篇
七
三
節
の
講
解
に
お
い
て
、
二
つ
の
命
題
を
一
章
薩
別
し
、
か
つ
根
本
命
題
の
必
然
的
優
位
を
認
め
つ
つ
、
次
の
ご
と
く
書
っ
て

い
る
。
　
「
そ
れ
ゆ
え
我
我
の
理
性
は
信
じ
る
も
の
を
知
解
す
る
よ
う
に
進
展
し
、
か
つ
信
仰
は
知
解
す
る
も
の
を
儒
じ
る
よ
う
に
進
展
す

る
。
か
く
し
て
同
一
の
も
の
が
盆
々
多
く
知
解
さ
れ
、
そ
の
知
解
に
お
い
て
寧
波
は
進
展
す
る
」
。
こ
こ
で
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
ご
と

く
、
岡
一
の
封
象
を
知
解
す
る
艦
齢
の
働
き
に
は
理
性
と
信
仰
と
の
二
重
の
能
動
が
伴
っ
て
い
る
。
す
な
は
ち
儒
仰
の
認
識
（
知
解
）
と

い
う
も
の
に
は
、
認
識
を
な
す
精
紳
を
越
え
た
超
越
者
へ
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
、
超
越
者
自
膿
か
ら
の
精
紳
へ
の
作
用
、
勧
告
と
説
得

と
を
受
動
的
に
受
け
取
る
同
意
的
思
惟
と
し
て
の
儒
仰
と
、
信
仰
に
お
い
て
受
取
し
た
啓
示
内
容
の
知
解
と
い
う
二
重
性
が
並
存
し
て
い

る
。
從
っ
て
信
仰
の
認
識
に
は
、
　
一
方
に
お
い
て
、
信
仰
に
よ
る
啓
示
受
取
と
そ
れ
の
知
解
、
　
「
理
性
が
信
じ
る
も
の
を
知
解
す
る
」
蓮

動
と
、
他
方
に
は
、
啓
示
内
容
の
知
解
は
知
解
を
な
す
精
紳
の
啓
示
に
た
い
す
る
信
仰
、
謙
虚
な
る
理
性
の
態
度
、
、
「
知
解
す
る
も
の
を

信
じ
る
」
和
動
と
の
二
重
性
が
互
い
に
補
い
合
っ
て
一
等
を
な
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
お
い
て
、
精
紳
の

認
識
が
認
識
を
な
す
者
の
現
存
在
と
切
り
離
し
て
は
考
え
ら
れ
ず
、
認
識
は
瞬
時
に
現
存
在
の
超
越
と
し
て
の
墨
金
的
性
格
を
も
つ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
特
に
信
仰
の
認
識
に
お
い
て
醗
ら
か
な
事
柄
で
あ
る
。
從
っ
て
信
仰
と
認
識
と
を
こ
こ
で
分
離
し
て
考
察
す
る
こ
と
は

全
く
不
可
能
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
そ
こ
で
は
一
癒
の
幌
別
…
と
椙
互
要
請
的
關
係
が
あ
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
す
で
に
理
性
本
貫
の
員
理
志
向
作
用
に
お
い
て
．
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
思
惟
の
特
質
が
往
網
的
思
惟
と
還
稲
的
思
惟
と
の
動
向
轄
換
を

内
包
す
る
一
騰
勢
に
あ
る
こ
と
を
詣
饗
し
た
。
そ
れ
は
本
俸
一
で
あ
る
作
用
内
部
に
お
け
る
蓮
動
の
二
五
性
で
あ
っ
た
。
我
我
は
信
仰
の
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認
識
に
濁
す
る
二
命
題
1
…
そ
れ
は
互
い
に
正
反
封
の
蓮
動
方
向
を
と
っ
て
い
る
が
一
も
一
つ
の
認
識
作
用
内
部
に
お
け
る
驚
動
の
二

重
性
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
こ
の
こ
と
を
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
自
身
瑚
確
に
自
畳
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
彼
の
思
惟
の

本
質
に
周
す
る
ゆ
え
に
重
々
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
認
識
と
認
識
す
る
者
の
現
存
在
と
を
分
離
し
え
な
い
と
す
る
省
察
、
理
性
の
實
存

的
性
格
に
根
擦
を
も
つ
て
い
る
。
我
我
は
そ
の
こ
と
を
カ
リ
タ
ス
の
論
理
に
お
い
て
一
層
明
瞭
に
解
明
出
來
る
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
そ

の
前
に
、
信
仰
と
理
性
に
た
い
す
る
愛
の
意
義
を
略
述
し
て
お
こ
う
。

　
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
愛
に
よ
っ
て
働
く
信
仰
。
審
曲
馬
①
ぎ
と
愛
を
件
わ
な
い
悪
魔
の
儒
学
。
誘
伽
窪
①
と
の
癌
別
を
立
て
る
。
『
ヨ
ハ
ネ

傳
輝
々
』
で
、
不
信
心
な
者
を
義
と
す
る
億
仰
の
意
義
を
問
い
、
信
仰
と
は
「
僧
じ
つ
つ
愛
し
、
儒
じ
つ
つ
敬
愛
し
、
信
じ
つ
つ
彼
（
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

キ
リ
ス
ト
）
の
う
ち
に
入
り
、
そ
の
肢
膿
に
合
騰
さ
れ
る
こ
と
」
で
あ
る
と
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
設
い
て
い
る
。
さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
を
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

と
す
る
教
會
は
キ
リ
ス
ト
の
融
秘
心
墨
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
者
は
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
と
も
彼
は
言
う
。
愛
に
よ
っ
て
か
く
働
く
信
仰
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

つ
て
キ
リ
ス
ト
と
合
一
す
る
こ
と
は
「
人
閥
キ
リ
ス
ト
か
ら
紳
な
る
キ
リ
ス
ト
へ
」
（
℃
葭
O
簿
韓
鶴
彰
ぴ
o
B
陣
器
諺
餌
鎚
O
窪
聾
雌
導
∪
象
巳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

と
い
う
キ
り
ス
ト
紳
秘
主
義
（
O
匿
食
毒
嵩
①
鋳
）
で
あ
り
、
グ
ラ
ー
プ
マ
ン
に
よ
る
と
、
「
人
間
キ
リ
ス
ト
か
ら
榊
な
る
キ
リ
ス
ト
へ
と

い
う
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
的
命
題
は
高
く
鶴
び
ゆ
る
燈
憂
の
ご
と
く
全
世
紀
に
わ
た
る
キ
リ
ス
ト
瀞
秘
主
義
に
目
的
へ
の
正
し
い
道
を
示
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

て
い
る
」
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ヨ
ハ
ネ
編
音
書
に
現
れ
て
い
る
。
お
偽
簿
Φ
鍵
（
鵠
ミ
吋
＆
§
o
、
の
）
と
い
う
表
現
は
、
イ
ン
グ
も
指
摘

す
る
ご
と
く
、
共
観
轟
音
書
の
そ
れ
よ
り
も
意
味
が
深
く
、
全
人
格
的
行
田
、
キ
リ
ス
ト
に
た
い
す
る
献
身
を
示
し
て
い
る
。
ア
ウ
グ
ス

チ
ヌ
ス
に
お
い
て
も
愛
を
四
つ
た
信
仰
は
全
人
格
的
行
爲
で
あ
り
、
し
か
も
愛
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
と
合
一
す
る
紳
秘
的
性
格
を
持
つ
も

の
で
あ
る
。
愛
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
と
合
一
し
、
存
在
を
更
新
し
、
紳
の
全
き
観
照
と
享
受
に
至
る
こ
と
が
キ
リ
ス
ト
の
模
倣
（
聲
卿
㌶
甑
O

O
げ
ユ
。
。
臨
）
で
あ
る
。

（
1
）
　
褐
鐸
報
○
げ
・
o
く
p
雛
σ
q
・
舛
．
×
蟹
×
H
H
．
①
”
ゆ
缶
山
Φ
舞
。
譲
。
錠
象
賃
㊦
騨
①
¢
諺
㌧
O
嵩
耳
翼
氏
○
節
鑓
欝
⑦
”
白
鼠
①
謬
瓢
。
鎌
賦
σ
q
賃
や
窪
。
自
Φ
突
周
◎
汐

Φ
環
臼
冒
ρ
驚
Φ
實
ω
彰
Φ
欝
げ
甑
。
。
欝
8
な
。
附
貸
炉

　
　
　
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
お
け
る
理
性
と
儒
仰
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一二

ﾜ
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暫
一
墨
・
研
究
　
　
第
四
百
七
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
山
ハ

　
（
2
）
蕊
9
霞
●
×
×
≦
螂
二
・
。

　
（
3
）
　
尋
蔦
鉾
×
蟹
多
。
。

　
（
4
）
　
旨
蒼
霞
．
×
H
讃
準
潜

　
（
5
）
　
ζ
．
○
鑓
び
ヨ
き
P
o
や
鼻
‘
ω
．
り
も
。

　
（
6
）
≦
．
劉
ぼ
σ
Q
ρ
O
訂
糞
冨
昌
　
ヨ
図
。
。
曹
冨
ヨ
（
一
㊤
ま
）
や
巳

　
以
上
の
考
察
に
お
い
て
蹄
結
す
る
こ
と
は
、
理
牲
と
信
仰
の
優
位
性
の
閥
題
で
は
、
儒
仰
の
優
位
を
示
す
「
知
解
せ
ん
た
め
に
信
ぜ
よ
」

が
原
理
的
根
本
命
題
で
あ
る
と
い
う
黙
と
、
　
「
信
ぜ
ん
が
た
め
に
知
解
せ
よ
」
と
い
う
命
題
は
補
則
命
題
で
あ
っ
て
、
本
質
的
に
は
根
本

命
題
に
内
包
撮
牧
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
に
あ
る
。
優
位
性
の
次
に
、
我
我
は
理
性
が
愛
に
よ
っ
て
働
く
信
仰
の
清
め
の
過
程

を
へ
て
劉
達
す
る
理
性
認
識
の
究
極
的
様
態
を
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
が
如
何
に
把
握
し
て
い
る
か
を
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。
そ
の
際
、

既
に
ふ
れ
た
愛
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
と
の
紳
秘
的
合
一
と
い
う
『
ヨ
ハ
ネ
傳
講
解
』
の
中
心
的
思
想
を
、
こ
の
書
物
に
先
立
っ
て
、
し
か
も

同
じ
思
想
を
組
織
的
に
究
明
し
た
『
三
位
一
膿
論
』
に
も
と
づ
い
て
の
愛
の
存
在
論
、
勿
三
位
一
騰
紳
秘
主
義
と
い
う
形
で
考
察
し
て
み

た
い
。

V

　
理
性
と
信
仰
と
の
優
位
性
の
問
題
は
、
と
か
く
時
言
の
同
一
延
長
面
（
伽
羅
Q
馬
絹
Φ
欝
し
α
｝
○
）
で
の
議
論
に
堕
し
易
く
、
時
間
の
舞
直
的
伸
張
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

（
Φ
囲
け
①
P
戴
O
）
で
の
考
察
を
喪
失
し
が
ち
で
あ
る
。
元
來
、
理
挫
と
韓
国
と
い
う
問
題
自
膿
が
、
永
遠
を
思
慕
し
つ
つ
も
時
間
の
内
に
低
迷

す
る
人
聞
の
蜜
存
に
お
い
て
惹
起
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
解
決
は
時
間
の
内
に
あ
っ
て
時
間
を
越
え
る
と
こ
ろ
に
求
め
ら
る
べ
き

で
あ
る
。
　
『
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
人
間
學
』
の
著
者
デ
イ
ン
ク
ラ
ー
は
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
お
い
て
「
時
間
的
現
存
在
の
意
義
は
キ
リ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ト
の
仲
保
の
務
め
に
よ
る
永
遽
性
の
追
求
に
あ
る
し
と
正
和
に
も
述
べ
て
い
る
。
信
仰
が
理
性
認
識
に
先
行
し
、
そ
こ
に
至
る
準
備
段
階

で
あ
る
と
い
う
意
味
は
、
永
遠
へ
の
超
越
に
至
る
た
め
に
遙
過
す
べ
き
時
闘
、
救
濟
の
時
間
に
信
仰
が
關
わ
る
か
ら
で
あ
る
。



r
へ
一
）
　
延
長
的
時
間
と
伸
長
的
時
間
と
の
麗
別
に
つ
い
て
O
o
鄭
野
日
曝
。
・
悼
汐
昌
冒
蜘
ゆ
参
工
臨

　
（
2
）
国
し
団
旨
匡
9
簗
①
》
昌
け
驚
8
9
。
σ
q
団
①
》
餌
α
q
霧
欝
。
・
ω
．
悼
Q
。
。
。
．

　
信
仰
に
よ
る
理
性
の
清
め
の
過
程
は
紳
の
蠣
理
の
個
人
的
、
あ
る
い
は
公
的
配
剤
に
よ
る
諸
段
階
を
精
紳
が
経
歴
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

行
わ
れ
る
。
こ
の
段
醗
を
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
四
段
階
、
あ
る
時
は
七
段
階
に
分
け
て
い
る
。
こ
の
信
仰
か
ら
出
継
し
理
性
に
よ
る
紳
の

観
照
に
ま
で
達
す
る
清
め
の
段
階
を
、
魂
は
経
歴
す
る
ζ
と
に
よ
っ
て
、
罪
に
よ
り
鍛
損
さ
れ
た
人
間
精
紳
の
う
ち
に
刻
ま
れ
て
い
る
紳

の
像
（
一
章
鋤
σ
q
o
U
鉱
）
は
更
新
さ
れ
て
、
紳
の
似
姿
（
。
・
一
驚
讐
窪
仙
o
U
色
）
に
ま
で
い
た
る
と
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
解
し
て
い
る
。
そ
の

時
、
彼
が
紳
秘
的
脆
白
騰
験
で
啓
示
さ
れ
た
騨
の
存
在
に
た
い
す
る
自
己
の
存
在
の
黛
ω
匹
謹
辞
ε
山
◎
は
の
一
ヨ
康
ε
蟻
。
に
ま
で
圓
復
さ
れ
、

喘
ぎ
求
め
た
紳
の
永
久
的
観
照
と
浄
福
の
生
と
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
紳
の
像
と
は
一
…
紳
の
似
姿
（
ω
一
白
濠
葺
儀
O
U
魚
）
と
の
嚴
密

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

な
臨
鯛
は
な
い
が
…
一
般
的
に
言
っ
て
、
紳
と
人
間
精
紳
と
の
結
合
を
可
能
に
す
る
存
在
論
的
可
能
根
擦
と
書
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、

理
性
的
被
造
物
で
あ
る
人
間
に
お
い
て
は
、
精
融
の
認
識
作
用
の
う
ち
に
紳
の
像
が
探
究
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
精
御
の
認
識
作
用
内
部

で
登
見
さ
れ
る
べ
き
榊
の
像
は
、
そ
の
原
像
を
紳
の
本
質
内
部
で
の
三
一
性
、
三
位
一
轍
紳
に
根
擦
を
も
つ
ゆ
え
に
、
精
紳
の
認
識
作
用

内
部
で
の
三
位
一
騰
的
構
造
に
お
い
て
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
（
1
）
　
O
o
〈
o
舜
話
嬬
σ
q
．
P
ま
い
戸
劇
⑪
一
。
・
悼
①
》
戸
8
脚
U
o
ρ
貸
切
艮
饗
鯨
。
餌
蝕
ヨ
器
。
・
な
。
な
。
り
鐸
ざ
占
り

　
（
2
）
　
紳
の
像
は
現
代
三
田
に
お
い
て
紳
と
人
問
と
の
「
結
合
黙
（
○
興
》
即
開
ロ
麟
℃
疑
鵠
α
Q
。
巾
℃
に
巳
容
）
」
（
ブ
ル
ソ
ナ
ー
）
の
（
形
式
的
）
可
能
性
の
探
求

　
　
で
あ
る
。
結
合
の
可
能
性
と
（
蜜
質
的
）
現
實
性
と
は
異
る
。
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
で
は
一
宇
鋤
α
q
o
U
①
一
と
。
。
一
ヨ
決
欝
鳥
o
U
o
一
と
の
一
夕
の
聖
遷
を
つ

　
　
け
る
と
前
者
が
存
在
論
的
可
能
性
を
、
後
者
が
紳
学
的
現
無
性
を
指
す
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
一
ヨ
餌
σ
Q
o
σ
魚
は
罪
に
よ
る
搬
損
か
ら
救
濟
更

　
　
新
さ
れ
て
。
。
一
諺
濠
欝
仙
o
U
Φ
一
に
ま
で
異
る
ゆ
え
（
U
Φ
8
臨
巴
・
×
一
く
。
．
一
戸
謎
・
卜
。
Q
。
）
、
前
者
は
後
者
に
至
る
救
濟
史
論
的
前
提
と
見
て
差
支
え
な

　
　
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
だ
が
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
紳
の
像
を
蜜
在
す
る
諸
物
、
ま
た
は
諸
事
象
に
お
け
る
三
一
構
造
の
風
見
と
そ
の
純
量
か
ら
、
比
論
的
に
紳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
の
三
一
性
を
謹
明
し
よ
う
と
意
嘉
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
紳
の
本
質
内
部
で
の
三
一
性
が
被
造
世
界
全
艦
に
、
精
神
の
認
識
作
用
に

鵬　
　
　
　
　
　
　
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
お
け
る
理
性
と
信
仰
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
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哲
攣
研
究
　
第
四
否
七
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕊
八

も
そ
の
面
影
（
ぎ
p
σ
q
◎
）
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
を
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
見
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
生
馴
か
ら
三
位
一
膿
の
紳
を
比

論
的
に
推
論
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
全
手
造
世
界
が
紳
に
向
け
て
、
紳
の
存
在
に
よ
っ
て
員
の
存
在
を
う
る
べ
く
造
ら
れ
て
い
る

三
顧
係
、
紳
の
存
在
を
分
有
す
る
存
在
構
造
を
彼
は
解
明
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
人
聞
の
紳
に
封
ず
る
關
係
は
愛
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
愛
の
現
象
の
分
析
か
ら
紳
の
像
を
国
見
す
べ
く
著
令
し
て
い
る
。

　
（
1
）
　
こ
の
立
場
に
立
つ
代
表
的
研
究
は
○
帥
⇔
σ
q
鋤
離
め
ピ
臨
寝
㊦
〈
9
同
O
o
簿
儀
①
ヨ
O
吋
飢
の
ぎ
齢
。
鵠
一
）
魚
諺
鴬
α
q
瓢
ω
笛
降
で
あ
り
、
彼
は
紳
の
三
～
性
の
痕
跡

　
　
（
〈
o
ω
¢
σ
q
崔
ヨ
）
を
紳
の
劇
造
の
秩
序
に
從
っ
て
、
轟
然
、
外
的
人
間
、
内
的
人
間
と
段
階
的
麗
分
に
從
っ
て
比
論
を
見
よ
う
と
す
る
。
又
特
に
人
閥

　
　
精
紳
の
心
理
學
的
菰
を
全
造
型
か
ら
羅
更
し
て
晃
る
立
場
と
し
て
竃
◎
ω
o
ザ
ヨ
ニ
。
鶏
ρ
O
δ
甥
団
。
げ
。
ざ
鱗
貯
。
｝
6
8
黒
鼠
華
甲
ω
♂
冨
①
鳥
霧
篤
．
魚
心
σ
鼻
熊
陣
雲
の

　
　
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
愛
は
紳
と
人
間
と
を
結
合
す
る
膠
（
σ
q
疑
窪
）
で
あ
る
。
だ
が
紳
と
入
間
と
を
結
ぶ
愛
は
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
的
問
題
設
定
で
は
、
あ

く
ま
で
紳
に
た
い
す
る
愛
で
あ
る
。
紳
の
愛
（
簿
B
O
壇
⇔
Φ
㌍
。
鍵
ぎ
。
。
U
魚
）
と
は
、
バ
！
ナ
ビ
イ
の
指
摘
す
る
ご
と
く
、
紳
に
た
い
す
る

愛
で
あ
る
。
　
「
紳
の
」
と
い
う
所
膚
格
は
、
葭
σ
q
鋤
⇒
◎
紛
（
我
我
に
封
ず
る
）
が
歓
け
て
い
る
場
合
は
大
抵
、
雲
隠
絡
瀾
係
の
所
有
格
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

る
ゆ
え
に
、
　
「
紳
の
愛
」
と
は
「
紳
に
た
い
す
る
愛
」
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
屡
々
繰
返
し
引
用
さ
れ
る
「
聖
霊
に
よ
っ
て
油
が
れ
る
愛
」

（
ロ
マ
書
五
の
五
）
も
隅
様
に
紳
に
た
い
す
る
愛
が
注
が
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
愛
は
徹
底
的
に
意
志
的
人
格
的
に
解
す
べ
き
で

あ
っ
て
、
超
自
然
的
諸
力
の
注
入
と
い
う
實
膿
的
意
味
に
解
す
べ
き
で
は
な
い
。

　
（
1
）
　
国
鐸
ぎ
℃
ω
毘
B
o
ω
⑦
ゆ
．
鐸
ミ

　
（
2
）
旨
じ
σ
舞
麸
ξ
b
ワ
簿
●
℃
．
8

　
こ
の
愛
を
清
め
る
こ
と
、
被
造
物
へ
の
愛
か
ら
劇
造
者
な
る
紳
へ
の
愛
へ
と
、
雲
霞
的
な
る
も
の
か
ら
永
遠
不
柔
な
る
も
の
へ
の
愛
へ

と
愛
を
互
換
陶
上
さ
せ
る
こ
と
が
信
仰
の
行
う
心
の
清
め
に
他
な
ら
な
い
。
愛
の
訓
練
こ
そ
行
爲
（
勉
。
甑
。
）
で
あ
り
、
観
照
（
o
O
導
①
ヨ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

二
部
菖
○
）
　
に
至
る
必
然
的
準
備
と
し
て
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
強
調
す
る
。
か
か
る
訓
練
に
よ
っ
て
不
断
に
紳
を
愛
す
る
こ
と
、
　
こ
の
世
的

一
切
の
諸
財
を
使
薦
し
（
葺
陣
）
紳
を
享
受
す
る
こ
と
（
砕
巳
）
、
從
っ
て
全
存
在
を
も
つ
て
紳
に
固
着
す
る
こ
と
（
銭
び
器
器
捲
0
2
ヨ
）
、



そ
の
こ
と
自
説
が
人
閥
存
在
の
更
新
と
愛
革
、
ま
た
薪
生
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
瀞
に
た
い
す
る
愛
に
よ
る
金
存
在
の
秩
序
づ
け
、

愛
の
秩
序
（
o
氏
。
鈴
ヨ
。
誌
ω
）
が
、
倫
理
學
と
存
在
論
と
の
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
的
統
一
把
握
と
し
て
の
愛
の
存
在
論
で
あ
る
。
我
我
は
『
三

位
一
膿
論
』
後
孚
に
お
け
る
根
本
的
モ
チ
ー
フ
を
愛
の
存
在
論
と
し
て
懸
る
こ
と
が
出
來
る
。

　
（
1
）
　
観
照
と
廻
漕
と
の
薩
別
を
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
マ
リ
ヤ
と
マ
ル
タ
の
例
、
ヤ
コ
ブ
の
二
人
の
妻
の
例
に
し
賦
っ
て
屡
々
読
明
し
て
い
る
。
観
照
と

　
　
行
爲
の
二
つ
の
生
き
方
に
つ
い
て
岡
ソ
（
）
含
切
三
δ
び
芝
霧
酌
Φ
濃
密
養
護
冨
ヨ
℃
・
醗
ア
一
。
。
。
。
参
照
．
。

　
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
主
著
『
三
位
瞬
謄
論
』
は
、
信
仰
か
ら
理
性
へ
と
紳
の
認
識
を
問
題
に
し
つ
つ
、
彼
の
思
想
を
最
も
深
く
展
開
さ

せ
て
い
る
。
こ
の
書
の
前
議
は
聖
書
の
謹
書
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
書
の
教
義
に
基
く
信
仰
に
よ
る
三
位
一
嵩
榊
の
叙
述
で
あ
り
、
後
孚
は
さ

ら
に
内
面
的
方
法
で
、
す
な
わ
ち
理
姓
の
認
識
作
用
自
暴
の
考
察
に
基
い
て
三
位
一
飛
紳
の
認
識
を
問
題
に
し
て
い
る
。
從
っ
て
信
仰
か

ら
理
性
へ
と
推
移
し
て
い
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
が
、
爾
者
の
橋
渡
し
を
な
し
て
い
る
の
が
第
八
巻
で
の
愛
の
現
象
と
そ
の
分
析
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

る
。
そ
し
て
こ
の
愛
の
現
象
と
分
析
を
手
が
か
り
と
し
て
紳
の
像
が
理
性
の
認
識
作
粥
の
中
に
探
求
さ
れ
る
。

　
（
1
）
　
三
位
一
鰹
諭
の
蕨
究
は
主
と
し
て
認
識
論
の
面
で
の
み
問
題
と
さ
れ
て
來
た
。
認
識
を
存
在
と
一
膿
的
に
と
ら
え
て
い
る
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に

　
　
お
い
て
は
愛
の
働
き
に
先
づ
油
鑑
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
基
本
的
モ
チ
ー
フ
を
見
失
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

117

　
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
、
賢
膿
が
一
、
蘭
係
が
三
で
あ
る
三
位
一
騰
の
紳
の
認
識
の
可
能
性
を
紳
の
本
質
の
書
表
の
認
識
に
お
い
て
検
討

し
つ
つ
、
人
間
の
魂
の
内
に
「
酋
的
巌
理
し
（
〈
㊦
塊
同
齢
螢
の
一
郎
峠
①
村
一
〇
壇
）
と
し
て
欝
欝
す
る
理
念
に
固
着
す
る
愛
に
お
い
て
、
紳
の
認
識
に
至
る

　
　
　
　
（
王
）

根
源
を
見
出
す
。
そ
し
て
こ
の
愛
の
経
験
的
領
域
で
の
現
象
を
分
析
し
、
愛
の
三
盆
構
造
を
記
述
す
る
。
す
な
わ
ち
愛
に
は
何
ら
か
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
を
愛
す
る
者
（
効
｝
β
食
傷
α
饅
σ
Q
①
諺
）
と
し
て
愛
自
騰
を
愛
す
る
と
い
う
カ
リ
タ
ス
の
本
性
に
基
い
て
、
愛
す
る
者
（
鶯
養
蚕
ω
）
愛
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

る
も
の
（
の
信
○
鳥
斡
零
墨
彗
）
愛
（
餌
ヨ
禽
）
の
一
ご
肢
構
造
を
見
出
し
て
い
る
。
こ
こ
で
愛
が
何
も
の
か
を
愛
す
る
者
と
し
て
愛
自
膿
を
愛
す

る
と
い
う
考
え
に
は
愛
の
根
源
的
封
象
志
向
性
が
明
ら
か
に
示
さ
れ
て
い
る
。
從
っ
て
感
畳
と
か
認
識
と
か
言
う
も
の
も
、
箪
に
事
象
物

の
現
存
に
よ
る
感
宮
の
燭
蛮
や
認
億
内
部
の
表
象
と
か
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
本
質
的
に
は
封
象
を
志
向
し
民
心
を
も
つ
魂
の
注
意

　
　
　
　
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
お
け
る
理
性
と
儒
仰
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
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哲
學
研
究
　
第
四
百
七
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱈
○
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

（
一
口
轡
⑳
ロ
ロ
O
鈴
昌
一
尋
μ
）
と
か
意
志
（
〈
o
『
艮
器
）
に
、
從
っ
て
根
源
的
に
は
愛
の
働
き
に
依
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
愛
の
根
源
的
射
象
志
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

性
は
一
般
に
糟
紳
が
封
象
を
把
握
す
る
際
の
第
一
の
、
か
つ
他
の
諸
行
動
を
基
礎
づ
け
る
作
用
で
あ
る
。
・

　
（
1
）
　
O
Φ
↓
覧
艮
’
＜
H
肖
。
’
r
登
一
I
o
ワ
刈
鈍
一
〇

　
（
2
）
薫
斜
。
。
。
り
目
二
博

　
（
3
）
筐
9
。
藁
P
昌
』
幽
．

　
（
4
）
　
旨
賦
”
×
H
ρ
博
－
ρ
Q
。

　
（
5
）
罫
G
o
畠
①
ζ
も
ワ
簿
●
G
。
●
寒
Q
。

　
だ
が
、
愛
の
三
野
構
造
は
、
愛
す
る
者
と
愛
さ
れ
る
封
象
と
の
ご
つ
の
實
騰
か
ら
成
立
し
て
い
る
ゆ
え
に
、
三
一
的
で
は
な
い
。
愛
す

る
者
と
愛
さ
れ
る
封
象
と
が
賢
艦
的
に
一
で
あ
る
場
合
は
自
愛
（
⇔
ヨ
o
H
ω
鐵
）
で
あ
る
。
し
か
し
自
愛
の
場
合
に
は
愛
す
る
者
と
愛
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

男
気
熊
笹
で
あ
っ
て
三
寿
で
は
な
い
。
し
か
る
に
自
愛
と
い
っ
て
も
自
知
（
謬
O
＃
口
O
o
自
仁
μ
）
な
し
に
は
自
愛
も
あ
り
え
な
い
。
從
っ
て
愛

が
知
を
媒
介
と
し
て
自
己
を
精
騨
（
諺
①
口
ω
）
と
し
て
定
立
す
る
時
、
精
紳
の
自
己
規
定
挫
に
お
け
る
三
一
溝
造
、
精
神
、
自
知
、
自
愛
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

把
握
さ
れ
る
。
こ
の
意
思
の
三
一
構
造
は
、
三
編
が
糟
互
猫
立
と
網
互
浸
透
を
同
時
的
に
行
う
三
位
一
士
神
の
像
で
あ
る
。
し
か
る
に
こ

の
像
は
、
精
紳
と
い
う
欝
欝
内
に
の
み
關
係
的
に
存
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
精
紳
の
基
謄
で
あ
る
魂
は
可
雪
丸
で
あ
る
故
に
、
永
遠

的
な
る
も
の
で
は
な
い
。
「
自
己
の
内
に
見
る
」
（
〈
陣
恥
Φ
H
Φ
一
離
ω
①
）
の
と
魂
の
う
ち
に
現
成
す
る
「
鼠
鳴
そ
の
も
の
の
内
に
見
る
」
（
三
山
霞
①

ぎ
首
ω
難
く
霞
潔
簿
ゆ
）
の
と
は
異
る
。
精
紳
が
不
攣
の
藁
理
を
認
識
す
る
場
合
、
自
己
の
融
よ
り
も
更
に
内
的
で
あ
る
藁
葺
を
認
識
す
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

で
あ
り
、
か
か
る
認
識
を
行
う
も
の
は
知
性
（
ぎ
け
亀
薦
⑦
艮
鑓
）
で
あ
る
。
こ
の
知
難
を
記
憶
（
資
①
ヨ
霞
㌶
）
内
部
の
叡
知
的
理
念
に
向
け

る
も
の
は
意
志
（
〈
o
ご
づ
鑓
ω
）
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
叡
知
的
認
識
に
お
け
る
三
一
寒
造
と
し
て
記
憶
、
知
性
、
意
志
の
三
位
一
心
紳
の
像

　
　
　
　
（
4
）

が
把
握
さ
れ
る
。

　
（
1
）
　
U
①
8
ユ
鉱
●
H
×
o
．
呼
鋒
卜
3

　
（
2
）
凶
げ
算
P
。
。
”
昌
蕊
1
。
●
静
昌
お



119

　
（
3
）
　
鷺
●
ω
畠
ヨ
⇔
窺
》
け
δ
弓
ω
団
。
ぴ
。
δ
乱
闘
。
。
o
ゲ
⑦
8
甑
昏
昏
虜
δ
訂
。
焦
①
。
。
鐵
．
済
鶴
α
q
蕉
ω
瓜
降
¢
。
。
ω
．
も
。
8
ロ
⇔
潜
屋
σ
q
①
馨
㌶
と
は
魂
が
貢
理
を
観
照
し
て
い

　
　
る
限
h
・
で
の
魂
で
あ
る
」

　
（
4
）
　
O
ω
6
該
駄
●
H
×
O
・
①
》
戸
㊤
い
×
o
．
＝
9
P
一
刈

　
我
我
に
と
っ
て
重
要
な
黙
は
、
こ
れ
ら
三
位
一
騰
の
紳
の
像
を
毒
見
す
る
季
引
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
愛
の
現
象
で
あ
り
、
か
つ
愛
の

現
象
が
知
性
の
面
に
切
り
開
か
れ
て
、
愛
の
存
在
構
造
の
解
明
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
お
い
て
愛
は
、
既

に
述
べ
た
ご
と
く
、
何
も
の
か
を
愛
す
る
者
と
し
て
自
己
を
愛
す
る
と
い
う
復
樹
上
を
な
し
て
い
る
。
從
っ
て
カ
リ
タ
ス
は
紳
へ
の
愛
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
エ
）

自
己
へ
の
愛
と
を
一
つ
に
融
合
さ
せ
た
動
向
を
も
つ
て
い
る
。
　
「
我
我
が
紳
を
愛
す
れ
ば
愛
す
る
程
、
我
我
自
身
を
愛
す
る
の
で
あ
る
」

と
彼
は
言
う
。
そ
れ
ゆ
え
愛
に
は
同
時
的
に
併
登
す
る
二
つ
の
蓮
動
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
愛
は
そ
れ
自
騰
的
に
根
源
的
作
用
性
で
あ
り
、

同
時
に
、
愛
の
根
源
で
あ
る
愛
子
膿
な
る
紳
へ
と
合
一
的
に
固
着
す
る
志
向
性
で
あ
る
。
こ
の
愛
の
二
重
的
契
機
に
知
性
を
媒
介
せ
し
め

て
自
魔
的
に
愛
の
生
命
を
と
ら
え
る
時
、
先
に
述
べ
た
二
つ
の
紳
の
像
が
把
握
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ご
つ
の
紳
の
像
の
關
係
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

て
ト
ー
マ
ス
以
來
様
様
な
解
繹
が
行
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
叡
知
的
認
識
を
精
神
が
行
う
時
に
成
立
す
る
記
憶
・
知
性
・
意
志
の
方
を
ア
ウ

グ
ス
チ
ヌ
ス
が
重
要
親
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
と
言
う
の
は
二
つ
の
像
が
螢
展
的
動
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

す
な
わ
ち
、
箪
に
人
間
の
存
在
が
何
で
あ
る
か
か
ら
、
何
で
あ
る
べ
き
か
へ
と
登
展
す
る
と
彼
は
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
叡
知
的
理
念

に
依
る
叡
知
的
認
識
は
、
貫
の
認
識
（
正
し
い
判
断
）
を
な
す
の
み
で
な
く
、
同
時
に
精
紳
の
本
來
あ
る
べ
き
存
在
へ
と
精
鉱
を
秩
序
づ

け
る
の
で
あ
る
。
か
く
秩
序
づ
け
ら
れ
つ
つ
翻
心
は
全
き
紳
の
観
照
を
な
す
時
、
紳
の
像
は
紳
の
似
姿
に
ま
で
至
る
。
　
「
紳
の
全
き
観
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

が
成
就
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
そ
の
時
、
こ
の
像
に
お
い
て
、
紳
の
似
姿
が
完
成
す
る
で
あ
ろ
う
し
と
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
書
っ
て
い
る
。

　
（
1
）
　
O
⑦
日
，
ユ
巴
●
＜
肖
國
。
・
c
。
冒
p
お

　
（
2
）
　
細
切
¢
讐
鋤
び
ざ
》
¢
σ
q
蕊
識
口
ρ
ピ
簿
臼
謹
。
周
冨
や
零
h
に
簡
潔
な
紹
介
が
あ
る
。
ま
た
高
橋
璽
氏
『
聖
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
三
位
一
謄
論
に
於
け

　
　
る
H
ヨ
p
σ
q
◎
U
①
藍
（
『
聖
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
研
究
』
所
掲
論
文
）
は
こ
の
關
係
を
論
究
し
た
す
ぐ
れ
た
論
文
で
あ
る
。

　
（
3
）
U
Φ
8
誌
鼠
．
H
×
ρ
9
騨
㊤

　
　
　
　
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
お
け
る
理
性
と
儒
仰
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
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四
二

　
（
4
）
　
笹
蒼
×
H
＜
ρ
一
評
鐸
鵠

　
精
紳
の
認
識
作
用
の
う
ち
に
見
出
さ
れ
る
紳
の
像
は
存
在
・
認
識
・
愛
の
三
一
構
造
と
し
て
総
括
す
る
こ
と
が
出
際
る
。
そ
し
て
ア
ウ

グ
ス
チ
ヌ
ス
で
最
も
顯
著
な
こ
と
は
認
識
に
本
質
的
要
素
と
し
て
愛
を
加
え
た
こ
と
で
あ
る
。
愛
な
し
に
は
精
紳
は
叡
知
的
諸
理
念
と
そ

の
統
一
者
で
あ
る
紳
に
向
く
こ
と
は
出
來
な
い
。
否
、
億
仰
に
よ
っ
て
こ
の
愛
が
清
め
ら
れ
な
く
し
て
は
紳
の
槻
照
へ
必
然
的
前
提
で
あ

る
心
の
盗
め
が
出
來
な
い
。
　
「
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
が
愛
を
観
照
に
お
け
る
本
質
的
要
素
と
し
て
加
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
さ
に
彼
の
斜

照
（
o
o
簿
①
広
覧
象
δ
）
の
概
念
を
本
質
的
に
純
紳
な
悟
性
認
識
に
と
ど
ま
る
ギ
リ
シ
ャ
的
テ
オ
リ
ア
か
ら
麗
別
し
て
い
る
」
と
い
う
シ
ュ
マ

　
　
　
（
1
）

ウ
ス
の
書
葉
は
正
鵠
を
得
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
本
署
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
哲
學
は
知
慧
へ
の
愛
、
從
っ
て
紳
へ
の
愛
以
外
に
目
的
が

（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

な
い
。
し
か
も
彼
の
哲
學
は
、
シ
ュ
ト
ル
ツ
が
明
書
す
る
ご
と
く
、
認
識
を
媒
介
と
す
る
紳
へ
の
愛
で
あ
る
。
そ
れ
故
認
識
に
お
て
い
愛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

が
、
か
つ
ま
た
意
志
が
優
位
を
も
つ
と
彼
は
考
え
た
。
さ
ら
に
愛
に
も
と
づ
い
て
精
紳
は
、
自
己
の
存
在
（
記
億
）
の
う
ち
に
現
成
す
る

理
念
を
認
識
し
つ
つ
、
自
己
の
存
在
を
秩
序
づ
け
る
。
か
か
る
愛
に
よ
る
諸
存
在
の
秩
序
づ
け
が
愛
の
存
在
論
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
冠
・
ω
o
げ
ヨ
鋤
蕊
Ψ
o
や
。
劉
ω
●
も
。
8
轡

　
（
2
）
U
①
。
鼠
翼
。
U
鼻
く
鶴
図
。
し

　
（
3
）
　
ω
8
撰
℃
窯
げ
ω
8
露
Φ
（
げ
G
。
げ
野
諺
質
α
q
蕊
鉱
舞
あ
G
◎
．
8

　
（
4
）
　
認
識
に
お
け
る
意
志
の
優
位
に
つ
い
て
芝
齢
渓
巴
許
O
δ
U
①
ξ
Φ
く
O
菖
℃
鳳
管
簿
山
Φ
。
。
甫
謹
Φ
諺
び
魚
》
蝶
σ
q
雌
ω
け
ぎ
八
月
U
爆
裂
ω
ω
o
O
葺
ω
喧
灘
山

　
　
O
O
。
。
o
幾
減
。
ω
が
最
も
明
解
、
ま
た
○
簿
o
N
ぎ
犀
①
が
O
霞
℃
思
妻
簿
（
｛
霧
≦
箆
Φ
謬
く
。
吋
飢
①
讐
岡
沢
⑦
｝
ド
9
び
臥
》
信
α
Q
煽
ω
笛
⇒
は
前
者
の
批
判
を
含
ん

　
　
で
い
る
。

　
以
上
の
概
略
で
も
明
ら
か
な
ご
と
く
、
愛
の
経
験
的
領
域
で
の
現
象
か
ら
、
知
性
を
一
腱
的
に
内
包
媒
介
す
る
愛
の
存
在
論
へ
と
い
う

モ
チ
ー
フ
が
「
三
位
一
毒
心
」
後
孚
に
あ
る
と
書
え
よ
う
。
次
に
、
我
我
は
か
か
る
愛
の
存
在
論
に
も
と
づ
い
て
成
立
し
て
い
る
紳
と
精

紳
に
お
け
る
紳
の
像
と
の
合
一
を
壷
漿
す
る
三
位
蕊
瞠
紳
秘
主
義
に
つ
い
て
書
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
1
）

　
罪
に
よ
っ
て
殿
損
し
て
い
る
紳
の
像
の
救
濟
と
更
薪
は
、
愛
の
方
向
轄
換
で
あ
る
一
回
的
回
心
と
漸
進
的
治
癒
に
よ
る
健
康
の
圓
復
と

か
ら
な
り
、
か
く
し
て
鋤
々
の
進
歩
，
の
終
局
に
お
い
て
、
　
「
顔
と
顔
と
櫻
見
る
」
紳
の
蓋
薦
直
観
に
至
る
と
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
解
し

（
ス

た
。

　
（
玉
）
　
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
が
紳
の
像
を
原
罪
に
よ
り
全
く
衷
失
し
た
と
す
る
か
箪
に
蟻
形
き
れ
た
に
過
ぎ
な
い
か
と
い
う
問
題
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
こ

　
　
の
勲
窯
．
ω
o
ゲ
B
霧
ジ
。
や
。
罫
ω
』
㊤
一
陣
参
照
。
私
は
『
紳
國
論
』
第
十
四
巻
の
原
罪
論
で
は
紳
の
像
は
道
徳
的
類
似
を
全
く
喪
失
し
て
い
る
が
、

　
　
本
質
的
類
似
は
失
て
い
な
い
と
い
う
解
繹
（
岩
下
合
一
『
紳
の
國
嘱
一
一
國
頁
）
が
正
し
く
、
　
『
三
位
一
角
論
』
で
は
本
質
的
或
は
本
牲
的
類
似
姓

　
　
を
探
求
し
て
い
る
と
思
う
。

　
（
2
）
U
。
頃
護
．
。
藁
評
謬
●
鵠

　
紳
の
像
で
あ
る
精
紳
は
認
識
の
封
度
と
し
て
外
界
の
事
物
や
そ
の
表
象
と
、
叡
知
的
諸
理
念
と
そ
の
根
源
に
あ
る
紳
と
に
向
う
。
そ
し

て
紳
を
封
象
と
す
る
認
識
に
二
種
類
、
幻
　
儒
仰
の
認
識
、
幻
　
理
性
に
よ
る
槻
照
と
が
あ
る
。

　
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
精
霊
の
認
識
の
働
き
に
上
・
下
を
巖
分
し
て
知
識
と
知
慧
と
し
て
示
す
（
こ
の
こ
と
は
既
に
の
べ
た
）
。
さ
ら
に

精
紳
は
知
識
か
ら
知
慧
に
導
か
れ
る
。
從
っ
て
知
識
と
い
っ
て
も
軍
な
る
事
物
の
知
識
で
は
な
く
て
、
　
「
撰
の
祝
福
に
導
く
最
も
健
全
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

信
稗
が
生
れ
育
て
ら
れ
守
ら
れ
強
め
ら
れ
る
も
の
の
み
が
知
識
に
属
す
る
」
。
そ
れ
ゆ
え
知
識
と
は
あ
る
限
定
を
う
け
た
知
慧
と
し
て
演

習
に
参
記
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
受
肉
の
眞
理
は
時
間
の
う
ち
へ
限
定
さ
れ
た
知
慧
と
し
て
歴
史
的
啓
示
知
識
で
あ
る
。
儒
仰
の

認
識
は
イ
エ
ス
に
お
い
て
示
さ
れ
る
限
定
を
う
け
た
永
三
筆
知
慧
の
認
識
で
あ
る
ゆ
え
に
、
時
間
的
で
は
あ
る
が
永
遠
的
な
る
も
の
の
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

識
に
導
く
信
仰
の
認
識
は
永
遽
に
至
る
必
然
的
導
き
の
星
で
あ
る
。
人
閥
で
あ
る
イ
エ
ス
を
通
し
て
紳
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
へ
と
我
我
は
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

か
れ
る
と
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
言
う
。

　
（
1
）
　
U
Φ
↓
誌
巴
．
×
剛
く
。
．
㌍
鼻
切

　
　
　
　
　
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
お
け
る
理
性
と
信
仰
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
贈
一
二
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（
2
）
　
一
甑
斜
×
困
く
ρ
ど
鐸
④

（
3
）
　
一
甑
斜
×
巖
囲
ρ
δ
。
景
潔

四
四

　
し
か
し
信
仰
の
認
識
は
時
間
的
事
物
に
關
わ
る
限
り
永
遠
に
存
績
す
る
も
の
で
は
な
く
、
紳
の
全
き
観
照
に
お
い
て
は
存
在
し
な
く
過

　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

ぎ
去
る
も
の
で
あ
る
。
永
逡
に
攣
ら
な
い
も
の
は
知
慧
自
膿
で
あ
る
紳
の
観
照
に
お
け
る
知
慧
の
認
識
で
あ
る
。
だ
が
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

は
言
う
「
最
高
の
知
慧
は
紳
で
あ
り
、
紳
の
禮
舞
が
人
聞
の
知
慧
で
あ
る
」
と
。
彼
は
精
紳
の
三
位
一
盛
的
認
識
構
造
全
髄
を
紳
に
向
け
、

紳
の
本
質
で
あ
る
知
慧
に
参
算
す
る
こ
と
を
紳
の
熱
量
（
O
O
一
①
同
①
　
囲
）
⑦
鵡
目
P
）
と
し
て
特
徴
づ
け
て
い
る
。
。
・
巷
δ
暑
ド
は
。
紀
露
ω
U
魚
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
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る
と
彼
は
繰
返
し
て
語
る
。
こ
の
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
特
質
を
シ
ュ
マ
ウ
ス
は
次
の
ご
と
く
設
明
し
て
い
る
。
　
「
教
父
の
こ
の
説
明
は
、

彼
に
と
っ
て
榊
を
内
容
と
し
て
い
る
精
紳
機
能
の
完
成
は
観
照
と
い
う
直
観
的
認
識
の
高
次
の
段
階
で
の
み
達
成
さ
れ
る
の
で
は
決
し
て

な
い
こ
と
を
、
謹
示
し
て
い
る
。
記
憶
・
知
性
・
意
志
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
禮
舞
は
一
回
に
人
間
精
霊
が
紳
の
像
で
あ
る
と
こ
ろ
の
知
事

の
内
實
を
制
限
し
て
い
る
」
。
シ
ュ
マ
ウ
ス
の
見
解
は
認
識
と
認
識
す
る
者
の
存
在
と
か
ら
紳
の
像
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
像
に
お
い

て
知
慧
の
内
事
を
翻
撮
し
て
い
る
と
補
足
す
れ
ば
正
し
い
も
の
で
あ
る
。
紳
の
全
き
観
照
は
現
世
に
お
い
て
は
不
可
能
で
あ
り
、
唯
希
望

の
も
と
に
あ
る
ゆ
え
に
、
紳
を
鼠
舞
す
る
こ
と
に
人
間
の
心
意
が
置
か
れ
る
。
そ
し
て
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
禮
舞
に
お
い
て
神
と
合
一
す

る
こ
と
を
紳
と
入
間
と
が
「
一
つ
の
霧
（
弩
蕊
ω
嘗
葺
湯
）
に
な
る
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
表
す
。
「
精
紳
が
究
極
的
に
紳
に
圃
着
す

る
で
あ
ろ
う
時
、
　
『
し
か
し
主
に
固
着
す
る
者
は
紳
と
一
つ
の
霊
に
な
る
』
と
使
徒
が
語
っ
て
謹
書
す
る
ご
と
く
、
一
つ
の
露
と
な
る
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
瀞
の
存
在
・
翼
理
・
至
聖
の
分
有
に
ま
で
精
神
が
達
す
る
こ
と
に
依
る
の
で
あ
っ
て
、
紳
が
御
自
身
の
存

在
・
貴
理
・
至
幅
に
お
い
て
増
大
す
る
に
依
る
の
で
は
な
い
。
從
っ
て
精
紳
が
幸
に
も
紳
に
固
着
す
る
で
あ
ろ
う
時
、
紳
の
存
在
の
中
に

漁
舟
は
永
遠
不
随
に
生
き
、
そ
し
て
精
神
が
見
る
で
あ
ろ
う
全
て
を
攣
る
こ
と
な
く
晃
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
聖
書
が
約
束
し
て
い
る

ご
と
く
、
精
紳
の
渇
望
は
良
い
も
の
を
も
っ
て
、
す
な
わ
ち
精
紳
が
そ
の
像
で
あ
る
と
こ
ろ
の
三
位
一
旦
神
自
身
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
る

　
　
（
5
）

で
あ
ろ
う
」
と
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
語
る
。
し
か
も
神
と
精
紳
が
一
つ
の
霊
に
な
る
の
は
全
盤
に
よ
る
の
で
あ
り
、
聖
轟
器
は
ま
た
愛
に
他



　
　
（
6
）

な
ら
な
い
。
　
「
聖
璽
に
よ
っ
て
紳
の
愛
が
我
我
の
心
に
注
が
れ
、
紳
の
愛
に
よ
っ
て
全
三
位
一
嘗
紳
が
我
我
の
中
に
住
い
給
う
」
の
で
あ

（
7
）

る
。
か
か
る
紳
の
愛
に
も
と
つ
く
紳
と
の
合
一
は
愛
紳
秘
主
義
と
害
う
べ
き
で
あ
る
が
、
三
位
一
艦
紳
と
存
在
・
認
識
・
愛
と
い
う
精
紳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

の
三
位
一
音
的
認
識
溝
造
と
の
合
一
に
も
と
つ
く
三
位
一
膿
紳
秘
主
義
と
い
う
方
が
一
言
適
切
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
輩
な
る
理
性
認
識
に

も
と
つ
く
思
惟
紳
秘
主
義
で
は
な
く
、
ま
た
諸
理
念
を
精
紳
が
直
接
的
に
見
つ
つ
そ
の
究
極
に
お
い
て
紳
と
合
一
す
る
観
照
的
言
寿
主
義

に
も
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
本
質
は
あ
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
紳
秘
主
義
と
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
の
統
一
に
彼
の
究
極
的
立
場
が
あ
る
と

す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
も
キ
リ
ス
ト
教
の
紳
観
と
し
て
の
三
位
唱
艦
紳
と
神
秘
主
義
と
の
結
合
に
よ
る
三
位
】
膿
神
秘
主
義
は
、
軍
な
る

キ
リ
ス
ト
教
の
門
並
に
の
み
、
蟹
は
、
基
く
の
で
は
な
く
、
認
識
と
認
識
す
る
者
、
意
識
と
存
在
、
知
性
と
意
志
、
知
と
愛
、
二
っ
て
ま

た
理
性
と
信
仰
と
の
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
的
生
の
深
暦
に
お
け
る
統
一
的
把
握
に
基
く
生
涯
を
か
け
て
の
思
索
の
究
極
的
書
表
で
あ
る
と
書

え
よ
う
。
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i”According’to　my　opinion，　for　the　divine　life　to　exercise　prec1se　control．

over　its　constituents　would　be　the　same　as　for　it　to　have　no　constituents．

And　the　evil　in　the　world，　which　results－1　hold－not　from　divine　contrivance，

but　from　the　partial　uncontrolability　of　the　ind2vlduals　making　up　the　wor｝d．

is　not　・too　high　a　price　to　pay　for　there　being　a　world　at　all．

　　We　may　now　answer　our　original　question，　what　is　the　aim　of　life？　We

live　to　liVe　well　and　to　make　life　better　for　others，　but　this　is　worth　doing，．

because　we　thereby　contribute　indestrttctible　value　to　the　one　life　of　which

we　all　are　rnembers．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（summarized　by　Toshio　Mil〈oda）

「謂ke　P碧0嚢》蓋｛｝鵬　0£　｝電easO簸　a】臣d　Fai奮h

　　量n電he　Tkeo翌ogy　of　A醜9US瓠鉦e

　　　　　　　　　b？　Haruo　Kaneko

　　The　discussion　about　the　relationships　between　reasori　and　falth　in　the

theology　of　Augustine　is　connected　with　the　problem　of　dualism　of　know－

ledge　and　faith　which　was　one　of　the　leading　motives　in　Chrlstian　antiquity．

Conquering　th2s　dualism，　Augustine　formulates　a　character1stic　thought

based　on　the　blending　of　the　mysticism　of　Neo－P｝atonlsm　and　Catholic

authoritarianism．

　　When　we　consider　the　problem　of　reason　and　faith　in　the　field　of　his

thoughs，　we　should，　at　first，　take　the　following　three　viewpoint　into　our

consideration；　（1）　a　viewpoint　which　separates　reason　and　faith　from　their

objects　and　discuss　their　relationships　in　terms　o｛　the　functions　of　the

cognitive　1’subject，　（2）　a　viewpoint　by　which　one　fails　to　see　the　u！timate

oneness　of　reason　and　faith　of　each　object，　and　thus　considers　them

separately，　（3）　a　viewpoint　by　which　one　discusses　which　ef　them　has　the

temporal　priority　basing　on　the　conclusion　of　（2），　and　by　this　point　of　view

forgets　to　consider　the　entological　thinl〈ing　of　reason　which　lles　at　the

bottom　of　such　prlorlty．

　　But　the　probiem　of　priority　should　not　only　be　tteated　in　the　dimension

of　time　but　1n　the　deeper　dimension　of　time，　eternity　whlch　transcends　it．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2



And　the　transcending　of　time　is．done　by　the　love　for　truth．　For　augustinian

love　（caritas）　has　always　the　mental　faculties　lntending　for　and　participating

1n　truth．　The　intending　movement　includes，　at　the　same　time，　the　participating

trend．　But　there　is　the　rnoving　conversion　of　love．　Seen　from　the　intellectual

side，　this　love　has　two　characteristics；　the　active　thinl〈ing　which　asks　truth

and　the　passive　one　which　answers　the　revelation　of　truth．　We　cannot

separate　t．hese　two　characteristics，　but　only　fipd　distinction　between　them

correlating　to　the　objective　charaeters　of　truth．　So　also　is　to　be　given

distinction　and　not　separation　between　reason　and　faith．

　　Further，　participation　in　truth　based　on　love　leads　to　the　systematization

of　all　beings　as　the　ontology　of　love．　And　ultimately　the　union　of　God　the

Truth　itself　and　human　mind　is　£o　be　found　in　the　trinitarian　mysti¢ism．

From　this　point　of　view　1　want　to　examine　the　problems　of　reason　and

faith　in　the　theology　of　Augustine．

　コ　　

＊｛Jber　die　更：】r詫stehu廻9　der　，，PhlinomeltolO9量e　des　Ge三stes‘‘

von　Mamoru　Yonekura

　　In　betreff　der　Umstande　der　Entstehung　der　，，Phanomenologie　des　Geistes“

k6nnen　wir　das　Ergebnis　der　Untersuchungen　Haerlngs　（in　selner　，，Entste－

hungsgesehichte“）　als　allgemein　anerl〈annt　ansehen．　Es　b｝eibt　jedoch　nech

einige　Fragen　Ubrig．　Sie　gehen　die　folgenden　Punl〈te　an．

　　1．　Der　Ursprung　der　Untersuchung．　Man　merkt　es　woh｝，　daS　die

，，Phangmenologie　des　Geistes“　an　der　auSeren　Form　eine　merkwttrdige

Unvollkomrnenheit　und　auch　inhaltlich　elne　lnkonsequenz　zeigt．　Der　bekannte

Streit　Hegels　mit　dem　Verleger　hangt　damit　zusammen．　Aus　diese　Tatsache

gehen　meine　Untersuchungen　aus．

　　2．　Der　Beweggrund　der　Verfassung．　Hege！　hatte　schon　ip　Jena，　von

Schellings　glanzenden　T5tlgl〈eiten　angeregt，　eine　Absicht，　sein　elgenes　System

iR　elner　abgeschlossenen　Gestalt　zu　ver6ffent12chen．　Seine　Abslcht　wurde

bekanntlieh　in　seiner　，，Phanomenologle　des　Geistes“　verwirklicht．　lch　ver一

．suchte　hier，　hauptsatzlich　auf　seinen　damaligen　Vorlesungsverzeichnissen

und　Brlefwechseln　beruhend，　die　Verhttltnisse，　welche　darin　ftihrten，　1〈larzu一
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